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改訂履歴
次の表に、 この文書の改訂履歴を示します。

 

日付 バージョ ン 改訂内容

2013/06/19 14.6 デバイス、 ツール、 ソフ ト ウェア アップデート

2013/03/20 14.5 デバイス、 ツール、 ソフ ト ウェア アップデート

アーキテクチャ、 互換性のあるサードパーティ  ツール、 システム要件のアップデート
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第 1 章

リ リース ノート  14.6

新機能

デバイス サポート

次のデバイスをプロダクシ ョ ンでサポート

• Zynq®-7000

° 7Z010 および 7Z020

• 防衛グレード  Zynq-7000Q

° 7Z010、 7Z020、 および 7Z030

• 防衛グレード  Virtex®-7Q

° VX690T および VX980T

• 防衛グレード  Artix-7Q

° A100T および A200T

• XA Artix®-7

° A100T

ChipScope Pro および iMPACT のデバイス サポート

• 7 シ リーズ XQ パッケージのサポート を追加およびスピード  グレードを変更

重要な情報

制限付きアクセス デバイス

次のデバイスのアクセスは制限されており、 特別なライセンスが必要です。

注記 : 7Z100 は ISE® 14.5 ですべてのユーザーがアクセス可能でしたが、ISE 14.6 で制限付きアクセスに変更されまし
た。 7Z100 は ISE ツールでは公式にはサポート されません。

• Zynq-7000 

° 7Z100

• Virtex-7

° VX1140T、 2000T、 H580T、 および H870T

http://japan.xilinx.com
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重要な情報

Vivado IP カタログ

Vivado IP カタログおよび ISE CORE Generator™ ツールから提供される  IP に含まれる  readme ファ イルに、新機能の追
加を含む履歴を表示

既存 IP のアップデート

• TEMAC

° Virtex-7、 Artix-7、 Zynq-7000 をプロダクシ ョ ンでサポート

• RXAUI

° Kintex®-7、 Artix-7、 Zynq-7000 をプロダクシ ョ ンでサポート

• XAUI

° Kintex-7、 Artix-7、 Zynq-7000 をプロダクシ ョ ンでサポート

• QSGMII

° Kintex-7、 Artix-7、 Zynq-7000 をプロダクシ ョ ンでサポート

• 1000BASE-X/SGMII

° Kintex-7、 Artix-7、 Zynq-7000 をプロダクシ ョ ンでサポート

• GMII to RGMII

° Zynq-7000 をプロダクシ ョ ンでサポート

• PCI32 および PCI64

° Artix-7 をプロダクシ ョ ンでサポート

• 7 Series Transceiver Wizard

° 新しいプロ ト コル テンプレート を複数追加

• Aurora 64B/66B

° Virtex-7 GTH の特性化をアップデート

° ザイ リ ンクス  7 シ リーズ FPGA のホッ ト  プラグ検出をサポート

° KC724 ボード間検証

• Clocking Wizard

° 拡散スペク ト ラムのサポート をバージ ョ ン 4.2 に追加

° 高速シ ミ ュレーシ ョ ンのサポート をバージ ョ ン 4.2 に追加

• Distributed Memory Generator v7.2

° サンプル テス トベンチを追加

- 10 Gigabit Ethernet MAC

° Artix デバイスのサポート を追加

System Generator for DSP
• ツールの統合

° 32 ビッ トおよび 64 ビッ トの Windows 7 で MATLAB® および Simulink® リ リース  R2013a をサポートサポー
ト をイネーブルにするには、 アンサー 56250 を参照して ください。

http://japan.xilinx.com/support/answers/56250.html
http://japan.xilinx.com
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第 2 章

アーキテクチャ サポートおよびシステム要件

オペレーティング システム
ザイ リ ンクスでサポート される  OS は、 x86 および x86-64 プロセッサ アーキテクチャの OS のみです。

Microsoft Windows サポート

• Windows XP Professional (32 ビッ トおよび 64 ビッ ト )、 英語版/日本語版

• Windows 7 Professional (32 ビッ トおよび 64 ビッ ト )、 英語版/日本語版

• Windows Server 2008 (64 ビッ ト )

Linux サポート

• Red Hat Enterprise Workstation 5 (32 ビッ トおよび 64 ビッ ト )

• Red Hat Enterprise Workstation 6 (32 ビッ トおよび 64 ビッ ト )

• SUSE Linux Enterprise 11 (32 ビッ トおよび 64 ビッ ト )

アーキテクチャ
次の表は、 ISE® Design Suite WebPACK™ ツールとその他の ISE Design Suite エディシ ョ ンのコマーシャル製品のアー
キテクチャ  サポート を リ ス ト しています。

コマーシャル製品以外 :

• ザイ リ ンクス  オートモーティブ デバイスはすべて ISE Design Suite WebPACK ツールでサポート されます。

• ディフェンス  グレードのザイ リ ンクス  FPGA デバイスは、 同等のコマーシャル パーツ サイズのサポート される
エディシ ョ ンでサポート されます。

http://japan.xilinx.com
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アーキテクチャ

表 2-1 : アーキテクチャ  サポート

ISE WebPACK ツール
ISE Design Suite

(全エディシ ョ ン)

Zynq® デバイス Zynq-7000 デバイス

• XC7Z010、 XC7Z020、 XC7Z030
Zynq-7000 デバイス

• すべて

Virtex® FPGA Virtex-4 FPGA

• LX : XC4VLX15、 XC4VLX25
• SX : XC4VSX25
• FX : XC4VFX12

Virtex-5 FPGA

• LX : XC5VLX30、 XC5VLX50
• LXT : XC5VLX20T - XC5VLX50T

• SXT : なし
• FXT : XC5VFX30T

Virtex-6 FPGA
• LXT : XC6VLX75T

Virtex-7 FPGA

• なし

Virtex-4 FPGA

• すべて

Virtex-5 FPGA

• すべて

Virtex-6 FPGA

• すべて

Virtex-7 FPGA

• SSIT 以外のデバイスすべて

Kintex™ FPGA Kintex-7 FPGA

• XC7K70T、 XC7K160T

Kintex-7 FPGA

• すべて

Artix™ FPGA Artix-7 FPGA

• XC7A100T、 XC7A200T

Artix-7 FPGA

• すべて

Spartan® FPGA Spartan-3 FPGA
• XC3S50 - XC3S1500(L)

Spartan-3A/-3AN/-3E FPGA

• すべて

Spartan-3A DSP FPGA
• XC3SD1800A

Spartan-6 FPGA
• XC6SLX4 - XC6SLX75T

Spartan-3 FPGA

• すべて

Spartan-3A/-3AN/-3E FPGA

• すべて

Spartan-3A DSP FPGA

• すべて

Spartan-6 FPGA

• すべて

CoolRunner™ XPLA3
CoolRunner-II
XC9500 CPLD

• すべて • すべて

http://japan.xilinx.com
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互換性のあるサードパーティ  ツール

互換性のあるサードパーテ ィ  ツール

注記 : Aldec シ ミ ュレータのサポートは Aldec 社よ り提供されています。

注記 : Synplify Overlay の利用については、 Synopsys 社にお問い合わせください。

注記 : Cadence Encounter Conformal は、Synopsys 社の Synplify を使用した場合にのみ RTL2Gate 用にサポート されます。

表 2-2 : 互換性のあるサードパーティ  ツール

サードパーティ  
ツール

Red Hat 
Linux

Red Hat 
Linux-64 SUSE Linux Windows XP 

32 ビッ ト
Windows XP 
64 ビッ ト

Windows- 7 
32 ビッ ト

Windows- 7 
64 ビッ ト

シミ ュレーシ ョ ン

Mentor Graphics 
ModelSim SE/DE 
(10.1b)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Mentor Graphics 
ModelSim PE (10.1b) なし なし なし ○ ○ ○ ○

Mentor Graphics Questa 
Advanced 
Simulator(10.1b)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Cadence Incisive 
Enterprise Simulator 
(IES) (12.2)

○ ○ ○ なし なし なし なし

Synopsys VCS および 
VCS MX (G-2012.9) ○ ○ ○ なし なし なし なし

The MathWorks 
MATLAB® および 
Simulink® with 
Fixed-Point Toolbox 
(2011a、 2011b、
2012a、 2012b)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Aldec Active-HDL (9.2) なし なし なし ○ ○ ○ ○

Aldec Riviera-PRO 
(2012.10) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

合成

Synopsys 
Synplify/Synplify Pro 
(H-2013.03)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Mentor Graphics 
Precision RTL/Plus 
(2012c)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

等価性チェ ック

Cadence Encounter 
Conformal (9.1) ○ ○ ○ なし なし なし なし

http://japan.xilinx.com
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システム要件
このセクシ ョ ンでは、 システム メモ リ要件、 ケーブル インス トール、 およびその他の要件について説明します。

システム メモリ要件

ISE Design Suite ツールの推奨メモ リについては、 http://japan.xilinx.com/ise/products/memory.htm を参照してください。

OS と使用可能なメモリ

Microsoft Windows および Linux® OS のアーキテクチャ場合、 ザイ リ ンクス  プログラムに使用できる メモ リの最大容
量に制限があ り、 大規模デバイスおよび複雑なデバイスを作成する際に問題となるこ とがあ り ます。 ISE Design Suite
には最適化メモリが含まれており、 ザイ リ ンクス  ツール用に RAM を増加できるよ うになっています。

Windows XP Professional 32 ビッ ト

ザイ リ ンクス  アプリ ケーシ ョ ンでは、 Windows 32 ビッ ト  システムでメモ リ増加機能が取り入れられるよ うになって
いますが、 ユーザーの方でもよ り大規模なメモリ を使用できるよ うに Windows 設定を変更する必要があ り ます。

標準の Windows では、ザイ リ ンクスのプロセスに使用できる最大メモリ容量は 2GB ですが、Windows XP Professional
の場合は、RAM を 3 GB まで増加できるよ うになっています。ISE にはこのオプシ ョ ンがビルト インされていますが、
Windows XP OS にも修正を加えないと、 メモ リは拡張できません。 拡張するには boot.ini ファ イルの startup ラインの
終わりに /3GB を追加する必要があ り ます。

ザイ リ ン ク ス  アプ リ ケーシ ョ ンで 3GB サポー ト を使用する前に、 マイ ク ロ ソ フ ト のサポー ト 技術情報
(http://support.microsoft.com/?kbid=328269) を参照して ください。 Windows XP サービス  パッ ク  1 にアップグレード し、
/3GB オプシ ョ ンを使用する場合、 マイ ク ロソフ トからのパッチをインス トールしていないとマシンを再起動できま
せん。 詳細は、 アンサー 17905 (http://www.xilinx.com/support/answers/17905.htm) を参照して ください。

変更を加える前に、 次を参照して ください。 

• 4GT RAM チューニン グのアプ リ  ケーシ ョ  ン使用については、 マ イ  ク  ロ  ソ  フ  ト  のサポー ト  技術情報
Q17193 (http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;en-us;Q171793) を参照してください。

• boot.ini フ  ァ  イルの修正方法については、 マ イ  ク  ロ  ソ  フ  ト  のサポー ト  技術情報 Q289022
(http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;en-us;q289022) を参照して ください。 

Linux

32 ビッ トの Red Hat Enterprise Linux では、 大規模メモリのカーネルを使用して各プロセスに 4GB 割り当てるこ とが
できます。 詳細については、 次の Red Hat のサポート  サイ ト を参照して ください。
http://www.redhat.com/docs/manuals/enterprise/

ケーブル インストール要件

ザイ リ ンクス  デザイン ツールでターゲッ ト  ハードウェアをプログラムおよびコンフ ィギュレーシ ョ ンするには、 ハ
イ  パフォーマンスなケーブル、 Platform Cable USB Ｉ Ｉ  または Parallel Cable IV が必要です。

Platform Cable USB II をインス トールする場合は、 少なく と も  USB 1.1 ポートが必要にな り ます。 最適なパフォーマ
ンスには、 USB 2.0 ポートで Platform Cable USB II を使用するこ とをお勧めします。

Parallel Cable IV をインス トールするには、パラレル ポート  コネクタ とパラレル ポート通信がサポート されるシステ
ムが必要です。

http://japan.xilinx.com/ise/products/memory.htm
http://support.microsoft.com/?kbid=328269
http://japan.xilinx.com/support/answers/17905.htm
http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;en-us;Q171793
http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;en-us;q289022
http://www.redhat.com/docs/manuals/enterprise/
http://japan.xilinx.com
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ケーブルは、 Windows XP Professional、 Windows 7、 Redhat Linux Enterprise、 SUSE Linux Enterprise 11 の 32 ビッ トおよ
び 64 ビッ ト  バージ ョ ンで公式にサポート されています。 OS 別の注意点は、 次を参照してください。

• ルート  ディ レク ト リへの権限が必要です。 

• SUSE Linux Enterprise 11 :Platform Cable USB II が正し く動作するためには、 fxload ソフ ト ウェア パッケージが必
要です。 fxload パッケージは SUSE Linux Enterprise 11 には自動的にインス トールされないので、 そのユーザーま
たはシステム管理者がインス トールしておく必要があ り ます。 

• Linux LibUSB サポート  :LibUSB パッケージに基づく  Platform Cable USB II のサポートは、ザイ リ ンクスの Web サ
イ トから入手できます。 ザイ リ ンクス  アンサー 29310 (http://japan.xilinx.com/support/answers/29310.htm) を参照し
て ください。

ザイ リ ンクス  ケーブルに関するその他の情報は、 次のマニュアルを参照して ください。

• 『USB ケーブル インス トール ガイ ド』 (UG344) :http://japan.xilinx.com/support/documentation/user_guides/ug344.pdf

• 『Platform Cable USB II データシート 』 (DS593) :http://japan.xilinx.com/support/documentation/data_sheets/ds593.pdf

• 『Parallel Cable IV データシート 』 (DS097)http://japan.xilinx.com/support/documentation/data_sheets/ds097.pdf

装置とアクセス権

次の表は、 関連装置、 アクセス権、 ネッ ト ワーク接続の条件を示しています。

表 2-3 : 装置とアクセス権の要件 

注記 : Exceed、 ReflectionX、 XWin32 のよ うな X サーバー / リモート  デスク ト ップ サーバーはサポート されません。

ネッ トワーク時刻の同期化

ソフ ト ウェアがインス トールされたコンピュータ とは別のネッ ト ワーク  コンピュータにユーザーのデザイン ファ イ
ルを保存する場合、 どちらのコンピュータも同時刻に設定する必要があ り ます。 ソフ ト ウェアのファンクシ ョ ンを最
適にするため、 時刻は定期的に合わせてください。

項目 要件

ディ レク ト リのアクセス権 編集するデザイン ファ イルが含まれるディ レ ク ト リすべての書き込み権が必要で
す。 

モニター 解像度 1024x768 ピクセル以上の 16 ビッ ト  カラー VGA をお勧めします。 

ド ライブ ISE Design Suite には DVD-ROMが必要です (Web からのダウンロードではなく、DVD
を請求してインス トールする場合)。

ポート デバイスのプログラムには、 ザイ リ ンクス  プログラム ケーブル用にパラレル ポー
ト、USB ポートのいずれかが必要です。ポートの仕様については、ケーブルのマニュ
アルを参照してください。

注記 : ケーブル ド ラ イバ ソフ ト ウェアのインス トールには、Windows XP Pro SP1 (ま
たはそれ以降) または Windows-7 が必要です。 これらの OS を使用していない場合、
ケーブルが正し く動作しないこ とがあ り ます。

http://japan.xilinx.com/support/answers/29310.htm
http://japan.xilinx.com/support/documentation/user_guides/ug344.pdf
http://japan.xilinx.com/support/documentation/data_sheets/ds593.pdf
http://japan.xilinx.com/support/documentation/data_sheets/ds097.pdf
http://japan.xilinx.com/support/documentation/data_sheets/ds097.pdf
http://japan.xilinx.com/support/documentation/data_sheets/ds097.pdf
http://japan.xilinx.com/support/documentation/data_sheets/ds097.pdf
http://japan.xilinx.com
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第 3 章

ダウンロードおよびインストール
この章では、 ChipScope™ Pro ロジッ ク  アナライザー、 エンベデッ ド  ツール (エンベデッ ド開発キッ ト  (EDK) および
スタンドアロンのソフ ト ウェア開発キッ ト  (SDK) など)、 System Generator for DSP、 PlanAhead™ デザイン ツールなど
を含む Integrated Software Environment (ISE®) Design Suite のダウンロードおよびインス トール方法について説明しま
す。

ISE Design Suite ツールのダウンロード
このセクシ ョ ンでは、 ISE Design Suite のダウンロード方法を説明します。

まず、 インターネッ ト  ブラウザを起動し、 http://japan.xilinx.com/support/download/index.htm にアクセスします。

ザイ リ ンク ス  ダウンロード  センターのファ イルはほとんどが Akamai ダウンロード  マネージャを使用してダウン
ロード されます。 ダウンロード前に、 次を設定しておいてください。

• http://xilinx.entitlenow.com からのポップアップを許可する

• 保護されている項目もされていない項目も同じページに表示されるよ うにセキュ リ ティ設定をする

• Java をインス トールして Akamai マネージャを実行できるよ うにする

ザイ リ ンクス  デザイン ツールをダウンロードするには、 次の手順に従ってください。

1. ダウンロード  サイ トで該当するデザイン ツールのタブをク リ ッ ク します。

2. ダウンロードするツールのバージ ョ ンをク リ ッ ク します。

3. ダウンロードするインス トーラーのリ ンクをク リ ッ ク します。

注記 : 14.3 からは、複数ファイルのダウンロード  オプシ ョ ンが利用できるよ うになり ました。 このオプシ ョ ンに
は、 4 つの小さいダウンロード可能な圧縮ファイルが含まれており、大きなインス トール ファ イルをダウンロー
ドするのに問題があるお客様にお勧めします。 このオプシ ョ ンを使用する場合は、 インス トーラーを実行する前
に、 このセクシ ョ ンに リ ス ト される  4 つのファ イルすべてがダウンロード されている必要があ り ます。 詳細は、
ウェブページの 「重要な情報」 部分を参照して ください。

注記 : 14.x では、 ザイ リ ンクス  デザイン ツールのインス トーラーでも、 ソフ ト ウェア開発キッ トやラボ ツール
のみを選択できるよ うになっていますので、 ザイ リ ンクス  デザイン ツールのインス トーラーをダウンロードす
れば、 これらの個別のインス トール プログラムをダウンロードする必要はあ り ません。

4. ユーザー ID とパスワードを入力し、 ザイ リ ンクス  アカウン トにログインします。

注記 : ザイ リ ンクス  アカウン ト をお持ちでない場合は、 アカウン ト を作成してください。

住所を確認する画面が表示されます。

5. 住所を確認し、 [次へ] をク リ ッ ク します。

6. Akamai ダウンロード  マネージャがブラウザ内で起動され、 ダウンロード  プロセスが実行されます。 Akamai ダ
ウンロード  マネージャーの使用に問題がある場合は、 ダウンロード  ページの 「重要な情報」 の 「ダウンロード
できない場合」 セクシ ョ ンを参照してください。ダウンロード  マネージャーを使用しないでツールを取得する方
法については、 そこに表示されるアンサーへのリ ンクを参照して ください。

http://japan.xilinx.com
http://japan.xilinx.com/support/download/index.htm
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ザイ リ ンク ス  ダウンロード  センターファ イルのほとんどは TAR を使用して圧縮されており、 解凍にはサード
パーティ  プロバイダーのソフ ト ウェアが必要になり ます。 どのソフ ト ウェアを使用するかは、 各企業の IT 部門
にお尋ねください。TAR ファ イルによ く使用されるソフ ト ウェアには、7-ZIP、GNU ビルト イン ツール、WinZIP、
WinRar などがあ り、それぞれのプロバイダーで開発されているので、ザイ リ ンクスでは関与しており ません。ザ
イ リ ンクスでは、 これらの提案されるソフ ト ウェア ツールに関して、市販性、特定目的との適合性、不侵害など
の点を含め、 明示黙示を問わず一切保証も表明もいたしません。

ISE Design Suite ツールのインストール全 OS 共通の手順
このセクシ ョ ンでは、 すべての OS に共通する  ISE Design Suite のインス トール方法を示します。 各 OS でインス トー
ルを始める前に、 次を実行して ください。

• インス トール時間を削減するため、 アンチウイルス  ソフ ト ウェアをオフにします。

• デザイン ツールをインス トールするシステムに適切な権限があるこ とを確認します。 プログラム ケーブル デバ
イス  ド ラ イバなどのコンポーネン トには、 管理者権限の必要なものもあ り ます。

• インス トールを開始する前に、 すべてのプログラムを終了します。

• システムが第 2 章 「アーキテクチャ  サポートおよびシステム要件」 に示されている必要条件を満たしているかど
うか確認します。

• ディ レク ト リ  パスにスペースが含まれる と、 EDK がインス トールされない可能性があるので、 ご注意ください。

注記 : ザイ リ ンクス  デザイン ツールのインス トーラーは、 Windows で XILINX のよ う な環境変数を設定しませ
ん。これによるザイ リ ンクス  デザイン ツールへの影響ついては、「OS 別インス トール手順」を参照して ください。 

• ネッ ト ワークの 64 ビッ ト  マシンに 32 ビッ ト  マシンから  xsetup.exe を実行する と、 32 ビッ トの EXE ファ イ
ルが 64 ビッ ト  マシンにインス トールされます。

OS 別インストール手順
このセクシ ョ ンでは、 ISE Design Suite ツールのインス トール方法について、 OS 別に説明します。 

Microsoft Windows
インス トールの開始方法は、インス トール プログラムの取得方法によって異なり ます。詳細は、「ISE Design Suite ツー
ルのダウンロード」 を参照して ください。

• インス トール ファ イルをダウンロード した場合は、 そのファイルを解凍し、 含まれる  xsetup.exe を実行しま
す。

• インス トール ファ イルを複数部分に分けてダウンロード した場合は、 .tar 拡張子の付いたファイルを解凍し、
xsetup.exe を実行します。 それ以外のファイルは解凍しないでください。

• ザイ リ ンクス  デザイン ツールの DVD をお持ちの場合は、 その DVD をド ラ イブに入れます。 インス トールは自
動的に始まるはずですが、 始まらない場合は、 Windows Explorer から  DVD ディレク ト リの xsetup.exe を実行
します。

Linux
インス トールの開始方法は、インス トール プログラムの取得方法によって異なり ます。詳細は、「ISE Design Suite ツー
ルのダウンロード」 を参照して ください。

http://japan.xilinx.com
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• インス トール ファ イルをダウンロード した場合は、 そのファイルを解凍し、 含まれる  xsetup プログラムを実
行します。

• インス トール ファ イルを複数部分に分けてダウンロード した場合は、 .tar 拡張子の付いたファイルを解凍し、
xsetup を実行します。 それ以外のファイルは解凍しないでください。

• ザイ リ ンクス  デザイン ツールの DVD を請求してお持ちの場合は、 その DVD をド ラ イブに入れます。 ファ イル
マネージャでセ ッ ト ア ップ フ ァ イルを ク リ ッ クするか、 DVD ド ラ イブのルー ト  デ ィ レ ク ト リ を参照し、
./xsetupと入力します。

インス トール フロー
このセクシ ョ ンでは、 インス トール プロセス中に表示される主な画面について説明します。

注記 : インス トール画面でチェッ ク  ボッ クスのあるテキス ト部分をク リ ッ クする と、画面下のフ ィールドにその詳細
が表示されます。

ダウンロード  ディ レク ト リの選択

この手順は、複数の圧縮ファイルををダウンロード した場合に実行する必要があ り ます。1 つのイ メージをダウンロー
ド した場合は、 「ソフ ト ウェア ライセンスの承諾」 へ進んでください。

この画面には、 インス トールを完了するのに必要な追加インス トール ファ イルがすべて リ ス ト されます。 ユーザー
は、 ツールでこれらのファイルを含むディ レク ト リ を指定する必要があ り ます。必要なファイルはすべて同じディ レ
ク ト リにある必要があ り ます。 正しいファイルが認識される と、 圧縮ファイルが破損しないよ うに、 インス トーラー
でこれらのファイルのインテグ リティがチェッ ク されます。 このプロセスには、 数分かかるこ とがあ り ます。

http://japan.xilinx.com
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ソフ トウェア ライセンスの承諾

最初の画面の後は、次のよ う なソフ ト ウェア ラ イセンスの承諾を求める画面が 2 つ表示されます。どちらの画面でも
次を実行します。

1. [I accept and agree to the terms and conditions above] をオンにします。

2. [Next] をク リ ッ ク します。

インストールするザイリンクス製品の選択

インス トールする製品を選択します。

X-Ref Target - Figure 3-1

図 3-1 : ISE Design Suite ツールのインストール - ダウンロード  ディ レク ト リの選択

http://japan.xilinx.com
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注記 : ISE WebPACK™ のインス トーラーを実行する と、 ChipScope Pro Analyzer とエンベデッ ド開発キッ ト  (EDK) の
両方がインス トールされますが、 これらのツールは別にライセンスを取得しないと使用できません。 

インストール オプシ ョ ンの選択

インス トール プロセス中には、複数のオプシ ョ ンのインス トール手順が実行可能です。 これらのオプシ ョ ンは、主な
インス トールが終了した後、 プロセスの最後にインス トールされます。 

次の図は、 インス トール オプシ ョ ンを選択する画面です。

X-Ref Target - Figure 3-2

図 3-2 : ISE Design Suite ツールのインストール - ザイリンクス製品の選択

http://japan.xilinx.com
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.

注記 : WebPACK の場合、 WebTalk は常にオンになり ます。 Edition 製品をインス トールした場合は WebTalk をイネー
ブルにするオプシ ョ ンをオフにするこ とができますが、デザインのプロセスに WebPACK ライセンスが使用される場
合、 このプ リ ファレンスは無視されます。 詳細については、 インス トーラーで WebTalk をイネーブルにする  [Enable
WebTalk...] オプシ ョ ンをク リ ッ ク して、 下の説明をお読みください。

インストール ディ レク ト リの選択

[Select Destination Directory] 画面では、 ソフ ト ウェアのインス トール先とプログラム フォルダーのリ ス トに表示され
る名前を入力します。 指定したインス トール パスの下には、 階層が 1 レベル追加されます。 このディ レク ト リ名は、
インス トールする製品によって異なり ます。Edition や WebPACK をインス トールする場合、ディ レク ト リ名は \ISE_DS
に、 ラボ ツールをスタンドアロンでインス トールする場合は \LabTools、 SDK をスタンドアロンでインス トールする
場合は \SDK になり ます。 これによ り、 ハード  ド ライブに Edition ツールとスタンドアロン ツールが共存できるよ う
にな り ます。 注記 : インス トール ディ レク ト リ とプログラム フォルダー名に日本語は使用できません。

X-Ref Target - Figure 3-3

図 3-3 : ISE Design Suite のインストール - インストール オプシ ョ ンの選択
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インス トール オプシ ョ ンのサマリ

インス トールするツール、 製品、 オプシ ョ ンのサマ リが表示されます。 インス トールを開始する場合は、 [Install] を
ク リ ッ ク します。

インス トール プロセスの最後に Xilinx License Configuration Manager がデフォルトで開きます。 画面の指示に従って、
ラ イセンス  ファ イルを取得または指定します。 

注記 : EDK には、 Red Hat の Cygwin ツールが必要です。 このツールは、 EDK をインス トールする と コピーされます。

環境変数の設定

Microsoft Windows クライアン ト

インス トールが終了する と、 環境変数バッチ ファ イルが作成されます。 デスク ト ップやプログラム グループなどの
シ ョート カッ ト をク リ ッ クする と、 アプ リ ケーシ ョ ンが起動される前にこのファイルが呼び出されます。 この環境を
設定するコマンド  ラ イン プロンプ トへのシ ョート カッ トは自動的に作成されます。 このシ ョート カッ トは、 [Xilinx

X-Ref Target - Figure 3-4

図 3-4 : ISE Design Suite のインストール - インス トール ディ レク ト リの選択
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Design Tools] → [Xilinx ISE Design Suite 14.6] → [Accessories] → [ISE Design Suite 32 (または 64) Command Prompt] にあ
り ます。

make または script ファ イルで環境変数を設定するには、 次の手順に従ってください。

<XILINX installation directory>\settings32.bat または settings64.bat を追加します。 インス トー
ルされた OS のビッ ト数に応じて、 32 か 64 を選んでください。 インス トールされた OS のビッ ト数に応じて、 32 か
64 を選んでください。

Linux クライアン ト

インス トールが終了する と、 環境変数ファイルが作成されます。 

1. XILINX インス トール ディ レク ト リに移動します。

2. ザイ リ ンクス  インス トール ディ レク ト リで、 シェルによって source settings32.(c)sh または source
settings64.(c)sh と入力します。

注記 : 32 ビッ ト  ISE ツールでは 64 ビッ ト  EDK は使用できず、 64 ビッ ト  EDK では 32 ビッ ト  ISE ツールは使用
できません。

環境変数を手動で設定するか、ユーザーのセッ ト アップ スク リプ トから設定する場合は、上記の環境変数ファイルの
設定をコピーするこ とをお勧めします。 ザイ リ ンクス環境変数設定は、 OS によって異なり ます。

USB FLEXid ドングル ド ライバのインストール
Windows OS 用の USB FLEXid ドングルを購入した場合は、 FLEXnet ラ イセンスを生成する前に最適なド ライバーを
インス トールしておく必要があ り ます。

1. ザイ リ ンクス  デザイン ツールをまずインス トールします。 これには、 USB FLEXid ドングル ド ライバーのイン
ス トーラーが含まれます。

2. <Xilinx Installation Directory>\14.6\ISE_DS\ISE\bin\nt から  
FLEXId_Dongle_Driver_Installer.exe を実行します。

3. [Select Options] の画面で [FLEXid 9 Drivers] のみを選択します。
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4. [Next] を  2 回ク リ ッ クする と、 ド ラ イバーがインス トールされます。

インス トールが終了する と、 再起動するかど うかを尋ねる画面が表示されます。 ドングルが正し く機能するには、 再
起動をする必要があ り ます。

ネッ トワーク  インス トール
ネッ ト ワーク上にソフ ト ウェアをインス トールする と、そのネッ ト ワーク  ド ライブのソフ ト ウェアに複数のク ライア
ン ト  マシンからアクセスできます。 ネッ ト ワーク上のソフ ト ウェアを使用する場合、環境変数、 レジス ト リ 、 プログ
ラム グループなどすべてにネッ ト ワークのディ レク ト リ が指定されている必要があ り ます。 このセクシ ョ ンでは、
ネッ ト ワーク設定の手順について説明します。

Linux クライアン ト

ソフ ト ウェアがインス トールされたディ レク ト リの  settings32.(c)sh または settings64.(c)sh (使用してい
るシェルによって異なる ) を source コマンドで実行します。 これらのシェルを使用する と、ザイ リ ンクスの環境変数、
パス、 LD_LIBRARY_PATH 変数にインス トール ディ レク ト リが指定されます。

ネッ ト ワーク上のインス トール ディ レク ト リからデザイン ツールを実行するには、 X Windows Display Manager を起
動し、 DISPLAY 環境変数を設定する必要があ り ます。 DISPLAY はモニタの名前と して定義します。 DISPLAY は通常
unix:0.0 です。 たとえば、 次の構文は bigben とい う ホス ト上のツールを実行し、 mynode とい う ク ラ イアン ト  マシ
ンのモニターにグラフ ィ ッ クを表示します。

X-Ref Target - Figure 3-5

図 3-5 : オプシ ョ ンの選択
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setenv DISPLAY mynode:0.0

xhost = bigbenPC Clients

Microsoft Windows クライアン ト

1. デザイン ツールを  PC ネッ ト ワーク  サーバーにインス トールします。 この際、 ユーザーがデザイン ツールのイ
ンス トール ディ レク ト リの場所を知っているこ と、またユーザーにそのディ レク ト リへのアクセス権があるこ と
を確認して ください。

2. ローカル ク ライアン ト  マシンから、 ネッ ト ワーク上の network_install_location\common\bin\nt ディ レク ト リ
にある  shortcutSetup.bat ファ イルを実行します。

3. このプログラム ファ イルを実行する と、 リモート  ロケーシ ョ ンからザイ リ ンクス  ツールを実行するのに便利な
プログラム グループやデスク ト ップ シ ョート カッ トが設定されます。 

4. ローカル マシンから  ISE ツールを起動するには、 [スタート ] → [プログラム] から該当するツールを選択するか、
デスク ト ップのシ ョート カッ ト をダブルク リ ッ ク します。

割り当てたネッ トワーク  ド ライブへのインストール

ザイ リ ンクス  デザイン ツールは、ルート  ディ レク ト リの下のフォルダ (C: \Xilinx) にインス トールされるよ うに設定
されています。 ローカル ド ラ イブにインス トールする場合は、通常インス トーラーでこのディ レク ト リになっていま
す。ネッ ト ワーク  ド ラ イブにインス トールする場合には、 このディ レク ト リ を定義しておかないと、 ド ライブのルー
ト  ディ レク ト リにインス トールされるよ うに指定されてしまいます。

この問題を回避するには、 ネッ ト ワーク  ディ レク ト リ の下にインス トール ディ レク ト リ  \Xilinx を作成します (例 :
N:\Xilinx)。 

Windows 7 のデフォル トのセキュ リ ティ  レベルのままでは、 管理者と して割り当てたネッ ト ワーク  ド ラ イブを選択
するこ とができません。ザイ リ ンクス  デザイン ツールを割り当てたネッ ト ワーク  ド ラ イブにインス トールするには、
次の手順でアカウン ト制御設定を変更する必要があ り ます。

1. Windows の [スタート ] メニューからコン ト ロール パネルを開き、 [ユーザー アカウン ト ] をク リ ッ ク します。 コ
ン ト ロール パネルがカテゴ リ表示になっている場合は、 [ユーザー アカウン ト ] を  2 画面続けてク リ ッ クする必
要があ り ます。

2. [ユーザー アカウン ト制御設定の変更] をク リ ッ ク し、 変更できるよ うにします。

3. スライダーの位置を次の図のよ うに下から  2 つ目に移動します。 [OK] をク リ ッ ク します。
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インス トール後は、 同様の方法でユーザー アカウン トの設定を設定前の状態に戻しておく こ とをお勧めします。

注記 : ザイ リ ンクス  インス トーラーを使用してネッ ト ワーク  ド ライブを指定するこ とはできません。この場合、割り
当てられたネッ ト ワーク  ド ラ イブを含むインス トール パスを手動で入力する必要があ り ます。

アップデートの取得
ザイ リ ンクスでは、 四半期ベースでザイ リ ンクス  デザイン ツールのアップデート  バージ ョ ンを リ リースする予定で
す。 アップデートには、デバイス  サポートのアップデート、新機能、 バグ修正などが含まれます。 このセクシ ョ ンで
は、 XilinxNotify やダウンロード  センターからソフ ト ウェア アップデート を入手する方法について説明します。

XilinxNotify
XilinxNotify は最新のアップデート を取得するのに推奨されるツールで、 次のよ うな機能があ り ます。 

• http://japan.xilinx.com/support にリ リースされている最新のザイ リ ンクス  ソフ ト ウェア アップデート と インス
トールされているバージ ョ ンを比較し、 よ り新しいバージ ョ ンが利用可能かど うかを通知します。 

• [Download] ボタンをク リ ッ クする と、 ブラウザが起動され、 ザイ リ ンクス  ダウンロード  センターにログインす
る画面が表示されます。 ログインしたら、 選択した製品のダウンロードが開始されます。 

• XilinxNotify は、 次のいずれかの方法で使用できます。

° ISE Project Navigator の起動時に自動チェッ ク  

X-Ref Target - Figure 3-6

図 3-6 : ユーザー アカウン ト制御設定
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° Project Navigator の [Help] → [Check for Updates] をク リ ッ ク  

° [スタート ] → [すべてのプログラム] → [Xilinx Design Tools] → [ISE Design Suite 14.6] → [Accessories] →
[Check for Updates] を順にク リ ッ ク  

° Linux シェルで xilinxnotify と入力

注記 : Project Navigator で [Edit] → [Preferences] → [XilinxNotify] を ク リ ッ ク し て表示されるページでは、 Project
Navigator の起動時にアップデートがチェッ ク される頻度を設定できます。

XilinxNotify のネッ トワーク  インストール

[Automatically check for updates] は、 ISE ソフ ト ウェアをインス トールする際に使用したコンピュータでのみデフォル
トでオンになっています。 ネッ ト ワーク  ロケーシ ョ ンにポイン ト しているク ラ イアン ト  マシンの場合は、 デフォル
トでオフになっています。 Project Navigator で [Edit] → [Preferences] → [XilinxNotify] をク リ ッ ク して表示されるペー
ジでは、 Project Navigator の起動時にアップデートがチェッ ク される頻度や手動チェッ クを設定できます。

注記 : アップデート をインス トールする場合は、 $XILINX インス トール ディレク ト リに書き込み権が必要です。 

ダウンロード  センター

ソフ ト ウェア アップデートは、 ダウンロード  センターに定期的にアップロード されます。 

http://japan.xilinx.com/support/download/index.htm

ISE Design Suite ツールのアンインス トール

Microsoft Windows
このセクシ ョ ンでは、 Microsoft Windows で ISE Design Suite をアンインス トールする方法について説明します。

ザイ リ ンクス製品をアンインス トールするには、 [スタート ] メニューからその製品の [Uninstall] メニューをク リ ッ ク
します。 たとえば、 ISE WebPACK デザイン ツールや ISE Design Suite をアンインス トールするには、 [スタート ] → [
すべてのプログラム] → [Xilinx Design Tools] → [ISE Design Suite 14.6] → [Accessories] → [Uninstall] をク リ ッ ク します。

インス トールしたプログラムによっては、 WinPcap 4.0 のよ う な補助アプリ ケーシ ョ ン (DSP ツールのオプシ ョ ン コ
ンポーネン ト ) もアンインス トールする必要があ り ます。

アンインス トールする場合、 ザイ リ ンクス  インス トール ディ レク ト リからプロジェク ト  ファ イルを移動しておかな
いと、 削除されてしまいます。

Linux 
ザイ リ ンクスの Design Suite 製品をアンインス トールするには、シェルでザイ リ ンクス  インス トール ディ レク ト リ を
削除します。

http://japan.xilinx.com/support/download/index.htm
http://japan.xilinx.com


ISE Design Suite 14 リ リース ノート japan.xilinx.com 24
UG631 (v14.6) 2013 年 6 月 19 日

第 4 章

WebTalk
WebTalk は、ザイ リ ンクスがお客様のザイ リ ンクス  FPGA デバイス、 ソフ ト ウェア、および IP の使用情報を取得する
ためのツールです。 WebTalk で集められた情報によ り、 お客様にとって最も重要な機能を改善し、 現在および今後の
必要性に合わせた製品を提供していくための参考と させていただきます。 WebTalk をオンにする と、 お客様の ISE®
Design Suite の使用に関する情報がザイ リ ンクスへ提供されます。

WebTalk への参加
次の場合を除いて Webtalk への参加は任意と します。

• WebPack™ ラ イセンスを使用している。

• プレ リ リースのソフ ト ウェアまたはデバイスを使用している。

このよ うな場合、 プリ ファレンス設定に関わらず、 WebTalk によるデータ収集および送信は常に実行されます。 それ
以外の場合は、 WebTalk をオフにする とデータは収集、 送信されません。

次の表は、 ザイ リ ンクス  ラ イセンス、 WebTalk インス トール プリ ファレンス、 およびユーザーのプリ ファレンス設
定に基づいて、 ザイ リ ンクスへ配線後のデザインからのデータがどのよ うに送信されるかについてま とめています。

注記 : ビッ ト ス ト リーム生成がオンになっていないデバイスの場合は PAR 後、ビッ ト ス ト リーム生成をサポートする
デバイスの場合はビッ ト ス ト リーム生成後に、 データが送信されます。

表 4-1 : ビッ トスト リーム生成または配線デザイン  フローでの WebTalk の動作

デザイン  フロー ライセンス
WebTalk のインス
トール プリファレ

ンス

WebTalk のユー
ザー プリファレン

ス

WebTalk によるザイ
リンクスへのデータ

送信

ビッ ト ス ト リーム生成
/デザインの配線

WebPACK

(またはプレ リ リース  ソフ
ト ウェア)

無視 無視
○

(送信)

ビッ ト ス ト リーム生成
/デザインの配線

Logic Edition オン オン
○

(送信)

ビッ ト ス ト リーム生成
/デザインの配線

Logic Edition オン オフ
×

送信なし

ビッ ト ス ト リーム生成
/デザインの配線

Logic Edition オフ 無視
×

送信なし
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WebTalk インス トールのプリファレンス設定
WebTalk は、次のよ うに、 インス トール中またはインス トール後にグローバルにオン/オフにできます。 インス トール
中は、[Enable WebTalk to send software, IP and device usage statistics to Xilinx (Always enabled for WebPACK license)] チェッ
ク  ボッ クスで WebTalk インス トール オプシ ョ ンをオン/オフにできます。

WebTalk ユーザー プリファレンスの設定
WebTalk のユーザー オプシ ョ ンは、 Project Navigator のぷリ ファレンスの GUI (グラフ ィ ッ ク  ユーザー インターフェ
イス ) からオン/オフにできます。 詳細は、 ザイ リ ンクス  ウェブサイ トの Xilinx Design Tools WebTalk を参照して くだ
さい。

WebTalk ユーザー オプシ ョ ンは、 [Edit] → [Preferences] でオン/オフにできます。

X-Ref Target - Figure 4-1

図 4-1 : WebTalk のインストール プリファレンス
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収集されるデータの種類
WebTalk では、 デザイン ネッ ト リ ス トや所有権情報などは収集されません。 WebTalk を使用してザイ リ ンクスが収集
するデータは、 次のとおりです。 

• ツールのバージ ョ ン

• プラ ッ ト フォーム情報 (OS、 プロセッサの速度および数、 メ イン メモ リ など)

• プロジェク ト  ID

• 承認番号

• 生成日

• ターゲッ ト  デバイスおよびファ ミ リ情報

収集されるデータの種類の詳細は、 ザイ リ ンクス  ウェブサイ トの Xilinx Design Tools WebTalk を参照して ください。
収集されたデータから特定のものを確認するには、 プロジェク ト  ディ レク ト リの 
usage_statistics_webtalk.xml ファ イルを開いてください。 usage_statistics_webtalk.xml ファ イル
では、 ザイ リ ンクスに送信されたデータも簡単に確認できます。

X-Ref Target - Figure 4-2

図 4-2 : WebTalk ユーザー プリファレンス
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データの送信
WebTalk は、 ビッ ト ス ト リーム生成またはデザイン配線後に起動されます。 WebTalk はビッ ト ス ト リーム後または配
線デザインのコンパイル後に起動されます。収集されたデータは usage_statistics_webtalk.xml ファ イルにま
とめられ、 HTTPS (Hypertext Transfer Protocol Secure) ポス ト を介してザイ リ ンクスに送信されます。 デザインをコン
パイルするたびに、前の usage_statistics_webtalk.xml ファ イルの内容が上書きされます。 また、 WebTalk で
は同等の HTML ファ イル usage_statistics_webtalk.html が書き出されるので、 ザイ リ ンクスに転送されたデータを確認
する と きに便利です。 また、 フ ァ イルが正し くザイ リ ンク スに送信されたかど うかの追加情報を含む runme.log
ファ イルも作成されます。
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ライセンスの取得および管理 
ザイ リ ンクスの製品ライセンス  (Product Licensing) サイ トからは、ザイ リ ンクス  ソフ ト ウェアおよび IP 製品のダウン
ロード、ライセンス、評価などのオンライン サービスを利用できます。この章では、製品ライセンス  サイ トの FLEXnet
ラ イセンス生成機能ついて説明しています。

製品ライセンス サイ トへのアクセス
製品ライセンス  (Product Licensing) サイ トには、 生成するライセンスの種類によってさまざまな方法でアクセスでき
ます。

• 製品を購入した場合は、注文確認の電子メールに含まれる リ ンクをク リ ッ ク します。 この リ ンクをク リ ッ クする
と、 購入した製品の権利情報を含むアカウン トに直接アクセスできます。

• IP 製品を評価する場合は、 http://japan.xilinx.com/ipcenter の該当する  IP 製品ページの [評価] リ ンクをク リ ッ ク し
ます。

まず、 ザイ リ ンクスのサイ トにサインインする必要があ り ます。 既にザイ リ ンクス  ユーザー アカウン ト をお持ちの
場合は、 ユーザー ID とパスワードを入力して、 登録情報が正しいかど うかを確認します。 アカウン ト をまだ作成し
ていない場合は、 [Create Account] ボタンをク リ ッ ク し、 アカウン ト を作成してください。

ザイリンクス ユーザー アカウン ト情報の変更
ザイ リ ンクス  ユーザー アカウン トの社名、 住所、 電子メールなどの情報は、 常に最新の状態にしてください。 

X-Ref Target - Figure 5-1

図 5-1 : ザイリンクス ライセンス サインイン  ページ

http://japan.xilinx.com
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会社メール アドレスの変更

1.  http://japan.xilinx.com にアクセスし、 [サイン イン] をク リ ッ ク します。

2. サイン インします。

3. 会社メール アドレスの [プロフ ィールを更新] リ ンクをク リ ッ ク し、 [個人情報] を展開表示します。

X-Ref Target - Figure 5-2

図 5-2 : ザイリンクス ウェブサイ ト

X-Ref Target - Figure 5-3

図 5-3 : 個人情報

http://japan.xilinx.com
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4. 新しい法人電子メール アドレスを [新しい会社 E メール アドレス] に入力します。

5. [プロフ ィールに保存] ボタンを押して変更を保存します。

X-Ref Target - Figure 5-4

図 5-4 : 会社メール アドレスの変更
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製品ライセンスのアカウン ト
デザイン ツールまたは IP 製品をザイ リ ンクスから購入する と、 ラ イセンスを購入したこ とにな り、 その製品のアッ
プデート を使用する権利が 1 年間あ り ます。 ザイ リ ンクス  デザイン ツールおよび IP 製品を使用するライセンスは、
そのライセンスの状況によって異なり ます。 ラ イセンスは、 次の要件で決ま り ます。

• 購入した製品

• 購入したライセンス数

• ラ イセンス  タイプ (フローティングまたはノード  ロ ッ ク )

• 製品有効期間 (製品アップデートは 1 年間入手可能)

このサイ トからは、 購入したデザイン ツールおよび IP の製品権利だけでなく、 無償の製品や評価版 製品などのライ
センスにもアクセスできます。 フル ライセンスおよび無償ライセンスの場合は、 1 年間の有効期限があ り ます。 デザ
イン ツールの評価版は 30 日、 IP の評価版は 120 日間の有効期限があ り ます。

ラ イセンスを有効にする と、 Web サイ ト でライセンス  ファ イルが生成されます。 ラ イセンスを有効にする と、 ウェ
ブサイ トでライセンス  ファ イルが生成されます。 ラ イセンス  ファ イルをインス トールする と、 購入または評価中の
ソフ ト ウェアおよび IP の使用が有効になり ます。 ラ イセンスやライセンス  ファ イルはザイ リ ンクス  ウェブサイ トで
管理します。

ラ イセンス  アカウン トは、 ザイ リ ンクス  ソフ ト ウェア購入リ ス トに掲載されている各ユーザーに与えられ、 エンド
ユーザーまたは管理者のいずれかと して登録されます。管理者が 1 人の場合は同じライセンス  アカウン トですべての
購入を管理できます。 企業の場合は、 異なる管理者によって複数のアカウン ト を持つこ とができるので、 デザイン
チームが複数存在し、 別々のプロジェク ト をしている場合や予算が異なる場合などに便利です。

注記 : ラ イセンス  ファ イルは、 製品権利の期限が切れていても生成でき、 有効期限までに リ リースされているバー
ジ ョ ンに対しては使用できます。 ただし、 ラ イセンスの有効期限後にリ リースされた製品に対して、 このライセンス
を使用する とエラーになり ます。

LogiCORE IP ライセンスの生成

LogiCORE™ IP および購入済みデザイン ツール ラ イセンスはすべて、 製品ライセンス  サイ トにログインする と リ ス
ト されます。 評価用ライセンスおよび無償 IP のライセンスも同じサイ トから入手できます。 すべてのデザイン ツー
ルおよび IP のライセンスが 1 度で生成でき、 1 つのライセンス ファ イルがメールで送信されます。 また、 IP コアの
FLEXnet ラ イセンスには、 シングルまたは ト リ プル リ ダンダン ト  フローティ ング サーバーなどのラ イセンス  オプ
シ ョ ンがあ り、 イーサネッ ト  MAC アドレス、ハード  ド ライブ シ リ アル番号、USB ドングル ID などのノード  ロ ッ ク
ラ イセンス  ファ イルのホス ト  オプシ ョ ンも選択できます。

ユーザー タイプとアクシ ョ ン
製品ライセンス  サイ トには、 カスタマ アカウン ト管理者、 エンド  ユーザー、 評価ユーザーの 3 つのユーザー タイプ
のいずれかでアクセスできます。 

カスタマ アカウン ト管理者

各アカウン トに、 必ず 1 人のカスタマー アカウン ト管理者が必要です。 カスタマー アカウン ト管理者は、 複数のア
カウン ト を管理できます。 

カスタマー アカウン ト管理者には、 次のよ うな権限があ り ます。
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• ザイ リ ンクス  デザイン ツールおよび IP 製品のノード  ロ ッ クまたはフローティング ラ イセンスの生成

• アカウン トへのユーザーの追加と削除

• ほかのユーザーへの管理者権限の割り当て

カスタマー アカウン ト管理者の情報は、製品注文の過程で送付先と して指定され、管理者の電子メール宛に購入した
製品のダウンロードおよびライセンス情報などが送付されます。カスタマー アカウン ト管理者が電子メールのリ ンク
をク リ ッ クするこ とで、 購入した製品へのアクセスができるよ うにな り ます。

エンド  ユーザー

エンド  ユーザーをアカウン トに追加する と、 ラ イセンス  ファ イルの管理や生成を各エンジニアやデザイン チーム メ
ンバーなどが管理できるよ うにな り ます。 エンド  ユーザーは、 アカウン ト内でノード  ロ ッ ク付きライセンス  ファ イ
ルを生成できるほか、 評価版の入手、 デザイン ツールや IP 製品の無料ライセンス  ファ イルも生成できます。 カスタ
マー アカウン ト管理者は、 エンド  ユーザーがフローティング ラ イセンスを生成できるよ うに、 エンド  ユーザーのア
カウン ト を設定できます。 ただし、 エンド  ユーザーには、 次のよ うな制限があ り ます。

• デフォルトの設定のままではフローティング ライセンス  ファ イルを生成できません。 この権限は、 カスタマ ア
カウン ト管理者が設定できます。

• ほかのユーザーが生成したライセンス  ファ イルは表示されません。

• ほかのユーザーをサイ トから追加または削除できません。

評価ユーザー

評価ユーザーは、 次を実行できます。

• ISE® Design Suite: System Edition を含む Vivado Design Suite: System Edition の 30 日間無償の評価版ライセンス
ファ イルを生成できます。

• 評価版および無償の IP 製品のライセンス  ファ イルを生成できます。

• ザイ リ ンクス  デザイン ツールの WebPACK™ ツール ライセンスを生成できます。

注記 : ザイ リ ンクス  デザイン ツール製品エディシ ョ ンのフル バージ ョ ンのライセンスを既に持っている場合は、 そ
れ以外のザイ リ ンクス  デザイン ツール製品エディシ ョ ンまたは IP を試用できます。 これらのライセンスは同じアカ
ウン トで入手できるよ うになっています。

どのタイプのユーザーでも、 製品の電子ダウンロード、 ザイ リ ンクス  デザイン ツールの DVD の請求ができます。

ライセンス キー ファイルの作成
ラ イセンス  ファ イルは、 製品ラ イセンス  (Product Licensing) サイ トの [Create New Licenses] タブから生成します。 購
入済みまたは評価するデザイン ツールおよび IP 製品が表にリ ス ト されます。
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製品の選択

購入済みまたは評価する製品のライセンスを、 次の手順で生成します。

1. [Account] ド ロ ップダウン リ ス トからアカウン ト を選択します。

注記 : 評価版または無償の製品を使用する場合は、 このド ロ ップダウン リ ス トは表示されません。

2. キッ ト と一緒に購入したソフ ト ウェアまたは IP 製品ライセンスのバウチャー コードがある場合は、 それを入力
します (オプシ ョ ン)。

3. 表から評価版または無料の IP 製品を選択します (オプシ ョ ン)。

4. 表から製品を選択します。

ラ イセンスの種類は、 Full (購入済み)、 No Charge (無償)、 Evaluation (評価) のいずれかになり ます。 フル ラ イセンス
および無償ライセンスの場合は、1 年間の有効期限があ り ます。デザイン ツールの評価版は 30 日、 IP の評価版は 120
日間の有効期限があ り ます。

フローティング ラ イセンス と ノード  ロ ッ ク  ラ イセンスを同じライセンス ファ イルに混ぜるこ とはできません。

注記 : フローティング ラ イセンスはネッ ト ワーク  サーバーにのみ置く こ とができ、アプ リケーシ ョ ンを起動する と ラ
イセンスがチェッ クアウ ト されます。同時に使用できるユーザーの数は、購入したライセンスの数によって異なり ま
す。 ノード  ロ ッ ク  ライセンスの場合は、 特定のマシンに 1 ライセンスの使用が認められます。

デザイン ツールの場合、 表の [Available Seats] に購入したライセンスの総数が表示されます。 IP の場合、 ライセンス
はサイ トの契約に従って管理されます。

X-Ref Target - Figure 5-5

図 5-5 : 新規ライセンスの作成
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表の [Status] に 「Current」 と表示されている場合は、 その製品が保証期間内にある こ と を示し、 「Expired」 と表示さ
れている場合は、 その保証期間が終了したこ とを示しています。 [Available Seats] の数がまだある場合は、 「Current」
または 「Expired」 の製品のライセンスを生成できます。

Xilinx Design Tools: System Edition は Xilinx Design Tools ツール セッ トすべての機能にアクセスできる評価版です。 こ
のライセンスは自動的にアカウン トに含まれます。

デザイン ツールおよび IP 製品ライセンスの製品バウチャーは、 ザイ リ ンクスまたはパートナーの開発ボードまたは
デザイン キッ ト と共に送信されます。製品バウチャー カードを所持している場合は、カードに記述されたバウチャー
コードをテキス ト  フ ィールドに入力し、 [Redeem Now] ボタンをク リ ッ ク します。 これで、 該当するデザイン ツール
または IP 製品が表に追加され、 ラ イセンス  キーが生成できるよ うにな り ます。

ページ内の [Add Evaluation and No Charge IP Cores] セクシ ョ ンで [Search Now] ボタンをク リ ッ クする と、 次のよ う な
ページが表示され、 評価版および無償の IP を検索して製品リ ス トに追加できます。

注記 : IP 製品は、 通常サイ ト  ラ イセンス と して販売されており、 管理者がフローティング ラ イセンスおよびノード
ロッ ク  ラ イセンス  タイプのライセンス  ファ イルを生成できるよ うになっています。 エンド  ユーザーの場合は、 ノー
ド  ロ ッ ク  ライセンス製品しか表示されません。 カスタマー アカウン ト管理者、 またはフローティング ライセンスの
生成を管理者から許可されたエンド  ユーザーの場合は、 ノード  ロ ッ ク とフローティングの両方が表示されます。

ライセンスの生成

生成するライセンスの種類によって、 [Generate Node-Locked License] または [Generate Floating License] ボタンが表示
されます。 [Generate Floating License] をク リ ッ クする と、 次のよ うなライセンス生成フォームが表示されます。

X-Ref Target - Figure 5-6

図 5-6 : IP 製品の選択
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フローティング ラ イセンスを生成するには、 次の手順に従います。

1. 各製品のライセンス数を選択します。

[Available Seats] の数は、システムによ り自動的に管理されます。シート数がライセンスの数に達していない場合
は、 [Requested Seats] フ ィールドが表示されます。 有効化されたライセンス数がシート数に達する と、 表からそ
の製品が削除されます。

2. システム情報を入力します。

ザイ リ ン ク ス  ラ イセンス  コンフ ィ ギュ レーシ ョ ン マネージャー (XLCM) 内の リ ン クから製品ラ イセンス
(Product Licensing) サイ トにアクセスした場合、 オプシ ョ ン メニューにシステム情報があらかじめ入力されてい
ます。 Windows の場合、 [プログラム] → [Xilinx ISE Design Suite 14.5] →  [Accessories] → [Manage Xilinx Licenses]
から  XLCM を起動できます。 Linux の場合、 シェルから  xlcm と入力して ください。

[Redundant Server] を  [Yes] にしておく と、 ラ イセンス  マネージャー ソフ ト ウェアのファイル オーバー機能がオ
ンになるので、 3 つのサーバーのうち 2 つが実行されている限り、 ラ イセンス マネージャは続行して実行されま
す。

X-Ref Target - Figure 5-7

図 5-7 : フローティング ライセンスの生成
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システム情報が入力されていない場合は [Select a host]、別のホス ト を追加する場合は [Add a host] をク リ ッ ク し、
ホス ト を追加します。

ホス ト  ID とは、 ソフ ト ウェアまたは IP のライセンスが与えられたマシンを識別する値で、MAC アドレス、ハー
ド  ド ラ イブのシ リアル番号、 ドングル ID、 Solaris ホス ト  ID などを選択できます。

注記 : ホス ト  ID のタイプすべてが全 OS でサポート されているわけではあ り ません。ホス ト  ID を取得するには、
ラ イセンス  ホス ト となるマシンで XLCM を実行するのが一番簡単な方法です。

3. コ メン ト を追加します。

コ メン ト を追加する と、 管理者がデザイン ツールや IP のライセンスをユーザー間でどのよ うに分けたかなどの
記録を残すこ とができます。

4. [Next] をク リ ッ ク します。

次のよ うなライセンス  リ クエス ト を確認するフォームが表示されます。

X-Ref Target - Figure 5-8

図 5-8 : ホストの追加
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5. 内容を確認します。

6. 入力後、 [Next] をク リ ッ ク します。

エンド  ユーザー ライセンス契約

ザイ リ ンクス  デザイン ツールと無償 IP のエンド  ユーザー ラ イセンス契約 (EULA) は、 製品のインス トール プロセ
ス中に許諾されます。 IP 製品のライセンスを取得するには、 ライセンス  ファ イルを生成する前に該当する  IP 製品の
EULA を許諾する必要があ り ます。

サードパーティのライセンス

サードパーティ  ラ イセンスのコピーは、
<install_directory>/common/licenses/unified_3rd_party_eula.txt に含まれます。 

ライセンス生成の確認

ラ イセンス生成プロセスが終了したら、 次のよ うな確認メ ッセージが表示されます。

X-Ref Target - Figure 5-9

図 5-9 : ライセンス リクエストの確認
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ラ イセンスを生成する と、確認メールも送信されます。 このメ ッセージには、生成したライセンス  ファ イルが添付さ
れます。 アドレス  ブッ クに xilinx.notification@entitlenow.com を信頼する送信者と して追加しておいてください。

電子メールでライセンスが受け取れなかった場合は、 ザイ リ ンクス  ラ イセンス  サイ トから直接ダウンロード して く
ださい。 詳細は、 「ライセンス  キー ファ イルの管理」 を参照して ください。

ライセンス キー ファイルの管理
製品ライセンスのサイ トでは、生成したライセンス  ファ イルの記録が残り ます。 [Manage Licenses] タブには、 そのア
カウン トで生成したライセンス  キー ファ イルすべてが表示されます。

X-Ref Target - Figure 5-10

図 5-10 : ライセンス生成の確認
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[Manage Licenses] タブからは、 必要に応じて次を実行できます。

既存ライセンス ファイルの検索と抽出

ユーザーのアカウン トから生成したライセンス  キー ファ イルに関する情報は、 マスター ビューと詳細ビューに表示
されます。 上部の表 (マスター ビュー ) で行をク リ ッ クする と、 そのライセンスの詳細情報が下部の表 (詳細ビュー )
に表示されます。 詳細ビューの表には、 次の情報が含まれます。

• そのキー ファ イルで有効になった製品のリ ス ト

• そのキー ファ イルに関連するコ メン ト  

この表からは、 次が実行できます。

• ダウンロード  : ライセンス  ファ イルが電子メールで届かなかった場合は、ライセンス  ファ イルをこ こからダウン
ロード して ください。 

• 電子メール : ライセンス  ファ イルがご本人または別のユーザーに送信されます。 

• 表示 : 実際のライセンス  ファ イルを表示できます。 

• 削除 : ライセンス  ファ イルを削除できます。 ファ イルを削除する と、 [Create New License] タブに表示されるよ う
にな り、 別のホス ト  ID 用にライセンスを再生成可能になり ます。 

• 許諾したエンド  ユーザー ライセンス契約を表示 (IP のみ)

X-Ref Target - Figure 5-11

図 5-11 : ライセンスの管理
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ライセンス キー ファイルの修正

既存のライセンス  ファ イルを修正するには、マスター ビューでそのライセンス   キー ファ イルを選択します。こ こで
は、 次を修正できます。

ライセンス ファイル全体の削除およびアカウン トへの権限の返却

1. [Manage Licenses] タブ (図 5-11) で削除するライセンスを選択します。

2. GUI の左下のゴ ミ箱アイコンをク リ ッ ク します。

3. [Accept] ボタンをク リ ッ ク し、 廃棄宣誓書 (Affidavit of Destruction) を受諾します。

注記 : これによ り、 ラ イセンス  キー ファイル全体からすべてのライセンス  シートが削除され、 ユーザー アカウン ト
に権限が戻されます。

ライセンス サーバー ホストの変更

1. [Manage Licenses] タブ (図 5-11) でホス ト を変更するライセンスを選択します。

2. [Modify License] ボタンをク リ ッ ク します。 [Modify License] 画面が表示されます。

3. セクシ ョ ン 2 の System Information を確認します。

4. ド ロ ップダウン リ ス トおよびテキス ト  ボッ クスをそれぞれ使用し、ホス ト  ID またはホス ト名を変更または追加
します。

5. [Next] ボタンを  2 回押し、 [Accept] ボタンを押して廃棄宣誓書を受諾します。

既存のライセンスのシート数を変更または削除 (フローテ ィ ング ライセンスのみ
)

1. [Manage Licenses] タブ (図 5-11) でシート を追加するライセンス  ファ イルを選択します。

2. [Modify License] ボタンをク リ ッ ク します。 [Modify License] 画面が表示されます。

3. セクシ ョ ン 1 の Product Selection を確認します。

4. フローティング ラ イセンスの場合、 [Requested Seats] フ ィールドを変更して権限内の最大シート数までシート を
追加できます。

5. [Next] を  2 回ク リ ッ ク します。 シート を追加するのに廃棄宣誓書の受諾は必要あ り ません。

既存の製品ライセンスシート数の無効化や削除

1. [Manage Licenses] タブ (図 5-11) でシート を削除するライセンス  ファ イルを選択します。

2. [Modify License] ボタンをク リ ッ ク します。 [Modify License] 画面が表示されます。

3. セクシ ョ ン 1 の Product Selection を確認します。

4. フローティング ラ イセンスの場合、 [Requested Seats] フ ィールドを変更して、 このライセンス  ファ イルで権利の
あるシート数を削減できます。

5. [Next] ボタンを  2 回押し、 [Accept] ボタンを押して廃棄宣誓書を受諾します。

別の製品のライセンスを追加

1. [Manage Licenses] タブ (図 5-11) で機能/権限を追加するライセンス  ファ イルを選択します。

2. [Modify License] ボタンをク リ ッ ク します。 [Modify License] 画面が表示されます。

3. セクシ ョ ン 1 の Product Selection を確認します。

4. ラ イセンス  ファ イルに追加する新しい権限ののチェッ ク  ボッ クスをオンにします。
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5. [Next] を  2 回ク リ ッ ク します。 機能を追加するのに廃棄宣誓書の受諾は必要あ り ません。

ライセンス キー ファイルから製品ライセンスの無効や削除

1. [Manage Licenses] タブ (図 5-11) で機能/権限を追加するライセンス  ファ イルを選択します。

2. [Modify License] ボタンをク リ ッ ク します。 [Modify License] 画面が表示されます。

3. セクシ ョ ン 1 の Product Selection を確認します。

4. ラ イセンス  ファ イルから削除する権限ののチェッ ク  ボッ クスをオンにします。

5. [Next] ボタンを  2 回押し、 [Accept] ボタンを押して廃棄宣誓書を受諾します。

変更中にホス トの変更数を超えたこ とを示すメ ッセージが表示される場合は、 cs_1@xilinx.com まで電子メール (英語)
で追加のホス ト変更 (rehost) オプシ ョ ンを請求してください。

無効になった製品ライセンスの有効化

製品ライセンスは、 次のいずれかが実行される と無効になり ます。

• ラ イセンス  サーバー ホス トの変更

• 既存の製品ライセンスシート数の無効化や削除

• ラ イセンス  ファ イルから製品ライセンスの無効や削除

無効にされたシート または製品ライセンスは [Create Licenses] タブで有効にする と、再び発行できるよ うにな り ます。

ラ イセンスを再発行する前に、 まず廃棄宣誓書を許諾します。 この法的契約は、 無効になった製品ライセンスが使用
されていないこ とを確認するために必要です。

再発行の数は、ユーザーごとに記録されます。製品ライセンスはメジャー リ リースごとに管理者は 5 回、エンド  ユー
ザーは 3 回再発行できます。

古いライセンス
リ リース  10.1 以前のバージ ョ ンのラ イセンスが必要な場合は、 [Legacy Licensing] タブをク リ ッ ク します。

各バージ ョ ンで次の手順を実行します。

X-Ref Target - Figure 5-12

図 5-12 : 古いライセンス 
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10.1 以前のバージ ョ ン

1. バージ ョ ンを選択します。 連絡先情報を確認する画面が表示されます。

2. 必要な情報を記述し、登録 ID を取得します。登録 ID は画面に表示されるほか、記録用に電子メールにも送信さ
れます。

3. ザイ リ ンクス  ダウンロード  センターで左側の [Version] 列の下の [Archive] リ ン
クをク リ ッ ク します。

4. ダウンロード中に登録 ID を入力する画面が表示されたら入力して、 ダウンロー
ドを終了します。

ツールおよび IP の購入情報
[Order] タブには、 アカウン トの購入情報です。

• ザイ リ ンクスの注文番号が画面左側に表示されます。

• 特定のオーダーをク リ ッ クする と、 右側にその詳細が表示されます。

• 1 度に選択できるのは、 1 つのみです。

• 電子メールまたはダウンロードで製品を取得した場合でも、 配達住所情報が表示されます。

X-Ref Target - Figure 5-13

図 5-13 : 購入情報
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ユーザー アクセスの管理
各ユーザーのアカウン トの権限は、 変更可能です。 アカウン トへのユーザーの追加や削除は、 [Manage Users] タブか
ら実行します。

ユーザーの追加

アカウン トにユーザーを追加するには

• 新しいユーザーの会社の電子メール アドレスを入力します。 

• 管理者権限を与える場合は、 [Add as a full administrator] チェッ ク  ボッ クスをオンにします。フローティング ライ
センスを生成する権限を与え、管理者権限を与えない場合は、 [Allow Floating Licenses] チェッ ク  ボッ クスをオン
にします。

注記 : 入力する電子メール アドレスは、そのユーザーがザイ リ ンクス アカウン ト を作成したと きに使用したアドレス
と同じである必要があ り ます。別のアドレスを使用する と、 ログインしたと きにそのユーザーが正し く認識されない
可能性があ り ます。

ユーザーが既に製品ライセンス  サイ トにアクセスしたこ とのある場合、 名前が自動的にユーザー リ ス トに表示され
ます。 このサイ トにアクセスしたこ とがない場合は、 名前のと ころに [Not Yet Registered] と表示されます。 ユーザー
がサインインをする と、 名前が表示されます。

アカウン ト管理者が管理者権限のないエンド  ユーザーにライセンス  ファ イルを管理できるよ うにするこ と もできま
す。管理者権限のないエンド  ユーザー ([Add as full administrator] と  [Allow Floating Licenses] チェッ ク  ボッ クスの両方
をオフにした場合) は、 次の機能が使用できます。

X-Ref Target - Figure 5-14

図 5-14 : ユーザーの管理
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• ノード  ロ ッ ク  ライセンスのみ生成可能

• 自分自身で生成したライセンス  ファ イルのみ表示および修正可能

• ユーザー管理は不可

[Allow Floating Licenses] のみをオンにした場合は、フローティング ラ イセンス  ファ イルの生成はできますが、その他
の制限はそのままです。管理者権限にはフローティング ラ イセンスの生成が既に含まれるため、両方のチェッ ク  ボッ
クスをオンにするこ とはできません。

ユーザーの削除

管理者権限またはフローティング ラ イセンス生成権限は、該当するユーザーの [Adminstrator] または [Floating] チェッ
ク  ボッ クスをオフにする と、 無効にできます。

ユーザーをアカウン トから削除するには、 該当するユーザーのゴ ミ箱アイコンをク リ ッ ク します。

ライセンス キー ファイルのインストール
次のセクシ ョ ンでは、 ラ イセンスをインス トールする方法についてタイプ別に説明します。

ノード  ロック  ライセンスのインストール

ラ イセンス  ファ イルを生成する と、 xilinx.notification@entitlenow.com から メールが届きます。

1. このメールに添付されたライセンス  ファ イルをローカルの一時ディ レク ト リに保存します。

2. Xilinx License Configuration Manager を実行します。

° Windows の場合 :[スタート ] → [すべてのプログラム] → [Xilinx Design Tools 14.6] → [Accessories] →
[Accessories] → [Manage Xilinx Licenses] をク リ ッ ク

° Linux の場合 :コマンド  ラ イン シェルで xlcm と入力

3. [Manage Xilinx Licenses] タブ上部の [Copy License] ボタンをク リ ッ ク します。

4. 保存したライセンス  ファ イル (Xilinx.lic) を参照ボタンで選択し、 [開く ] をク リ ッ ク します。

5. これで、 ラ イセンス  ファ イルが C:\.Xilinx (Windows) または <Home>/.Xilinx にコピーされ、 ザイ リ ンク
ス  ツールから自動的に認識されるよ うにな り ます。

6. [Copy License] ボタンを使用する と、 [Manage Xilinx Licenses] タブの表がライセンス  ファ イルからの情報に従っ
てアップデート されます。

7. Xilinx License Configuration Manager を [Close] で終了します。

サーバーへのフローテ ィング ライセンスのインス トール

既存の FLEXnet ラ イセンス  サーバーの場合は、xilinx.notification@entitlenow.com から送信されたライセンス  ファ イル
の内容を FLEXnet サーバーの既存のライセンス ファ イルにコピーします。

注記 : フローティング ライセンス  サーバーを再起動して、 ザイ リ ンクス  ラ イセンスを有効にします。

新規ライセンス サーバーの場合

1. 次のサイ トからサーバーの OS に最適なザイ リ ンクス  FLEXnet ラ イセンス  ユーティ リ ティ をダウンロード しま
す。
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http://japan.xilinx.com/download/index.htm

2. これらのユーティ リ ティ をディ レク ト リで解凍します。 このディ レク ト リは、 アプ リケーシ ョ ンの検索パスに置
く こ とをお勧めします。

3. FLEXnet ユーティ リ ティ をインス トールしたら、次のコマンドを実行して、フローティング ラ イセンス  サーバー
を起動します。

° Linux

- <Server Tool directory>/bin/lin/lmgrd -c <path_to_license>/Xilinx.lic -l <path_to_license>/log1.log 

- <Server Tool directory> bin/lin64/lmgrd -c <path_to_license>/Xilinx.lic -l <path_to_license>/log1.log

° Windows

- < Server Tool directory>\bin\nt\lmgrd -c <path_to_license>\Xilinx.lic –l <path_to_license>\log1.log 

- < Server Tool directory>\bin\nt64\lmgrd -c <path_to_license>\Xilinx.lic –l <path_to_license>\log1.log

クライアン ト  マシンからのフローテ ィング ライセンスの指定

1. Xilinx License Configuration Manager (XLCM) を実行します。

2. [Manage Xilinx Licenses] タブをク リ ッ ク します。

3. port@server の形式でライセンス  サーバーへのネッ ト ワーク  パスを  XILINXD_LICENSE_FILE フ ィールドに入力
し、 [Set] ボタンをク リ ッ ク します。 デフォルトのザイ リ ンクス  ポート番号は 2100 です。

4. Linux の場合、ライセンス環境変数は Xilinx License Configuration Manager (XLCM) を使用して設定できません。環
境変数フ ィールドは、読み出し専用なので、選択できないよ うに淡色表示され [Set] ボタンも表示されません。環
境変数は、 該当するシェルおよびコマンドを使用して設定する必要があ り ます。

http://japan.xilinx.com/download/index.htm
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第 6 章

テクニカル サポートおよび資料

既知の問題
ISE® Design Suite ツールの既知の問題については、 次を参照してください。
http://japan.xilinx.com/support/answers/46491.htm.

サポート  サイ ト
技術的な問題については、 ザイ リ ンクス製品のサポートおよび資料サイ ト  (http://japan.xilinx.com/support/) を参照して
ください。 このサイ トからは、 アンサー データベースや次のよ うなセルフ  サポート機能を使用できます。 

• ダウンロード  センター : http://japan.xilinx.com/support/download/index.htm

• ザイ リ ンクス  ユーザー コ ミ ュニティ  フォーラム : http://forums.xilinx.com

• デザイン ト レーニング ビデオ : http://japan.xilinx.com/training/free-video-courses.htm

オンライン リ ソースを使用しても問題が解決しない場合は、 ザイ リ ンクス  テクニカル サポート  
(http://japan.xilinx.com/support/techsup/tappinfo.htm) まで直接ご連絡ください。

カスタマー ト レーニング
ザイ リ ンクスでは、設計をすぐに開始するために必要な基本的な知識を得るための ト レーニング プログラムを用意し
ています。 これらのプログラムは、 FPGA 初心者と経験豊富なエンジニアの両方をターゲッ トにしており、 複雑な接
続、 デジタル信号処理、 エンベデッ ド  ソ リ ューシ ョ ンなどについて学ぶこ とができるよ うになっています。

ザイ リ ンクスの ト レーニング サイ ト  (http://www.xilinx.com/support/education-home.htm) からは、 ト レーニング コース、
無料のオンデマンド  ト レーニング、 ラ イブのオンライン ト レーニング、 イベン ト などの詳細情報が入手できます。

資料

オンライン  ヘルプ

グラフ ィ ッ ク  ユーザー インターフェイスのある  ISE Design Suite ツールのほとんどのツールから、状況に応じたオン
ライン ヘルプを利用できます。 オンライン ヘルプは、 Project Navigator から  [Help] → [Help Topics] をク リ ッ クするか
F1 キーを押すと表示できます。

http://japan.xilinx.com
http://japan.xilinx.com/support/answers/46491.htm
http://japan.xilinx.com/support/answers/46491.htm
http://japan.xilinx.com/support
http://japan.xilinx.com/support/download/index.htm
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ソフ トウェア マニュアル

ザイ リ ンクス  デザイン ツールおよびコマンド  ラ インに関するソフ ト ウェア マニュアルについては、 japan.xilinx.com
を参照して ください。 ウェブサイ トから ソフ ト ウェア マニュアルを参照するには、 次の手順に従ってください。

1. 資料ページ (http://www.xilinx.com/support) を表示します。

2. [デザイン ツール] タブをク リ ッ ク します。

3. ISE Design Suite 14.6 などの ISE Design Suite カテゴ リ とバージ ョ ンをク リ ッ クするか、 [See All ISE Design Suite
Documentation] のリ ンクをク リ ッ クします。

ザイリンクス用語集

ザイ リ ンクス資料で使用される用語集については、 次を参照して ください。 http://japan.xilinx.com/company/terms.htm.

ライセンスおよびエンド  ユーザー ライセンス契約

ザイ リ ンクスは、 ザイ リ ンクス  デザイン ツールで次のサードパーティ  ベンダーのライセンスを使用する許諾を受け
ています。 各ライセンスは、 該当するソフ ト ウェアのみに適用されるもので、 その他に適用されるものではあ り ませ
ん。 サードパーティの所有するライセンスは英文のまま記載しています。 ラ イセンス  ファ イルを生成する前に、ザイ
リ ンクス  デザイン ツールおよびサードパーティ製品のエンド  ユーザー ライセンス契約 (EULA) を許諾しておく必要
があ り ます。

サードパーティ  ラ イセンスの詳細および EULA については、
http://www.xilinx.com/cgi-bin/docs/rdoc?v=14.6;d=ug763_tplg.pdf を参照して ください。

ザイ リ ンクス  デザイン ツール ラ イセンスの詳細および EULA については、
http://www.xilinx.com/cgi-bin/docs/rdoc?v=14.6;d=end-user-license-agreement.pdf を参照してください。

http://japan.xilinx.com/support
http://japan.xilinx.com/company/terms.htm
http://www.xilinx.com/cgi-bin/docs/rdoc?v=14.5;d=ug763_tplg.pdf
http://www.xilinx.com/cgi-bin/docs/rdoc?v=14.5;d=ug763_tplg.pdf
http://www.xilinx.com/cgi-bin/docs/rdoc?v=14.5;d=end-user-license-agreement.pdf
http://www.xilinx.com/cgi-bin/docs/rdoc?v=14.5;d=end-user-license-agreement.pdf
http://japan.xilinx.com
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第 7 章

以前のバージ ョ ンのリ リース ノート

ISE Design Suite 14.5

新機能

デバイス サポート

• Zynq®-7000 7Z100 デバイスをサポート

• 次のデバイスをプロダクシ ョ ンでサポート

° Virtex®-7

- 7VX690T、 7VX330T、 7VX415T、 および 7VX980T

° Zynq-7000

- 7Z030 および 7Z045

° 防衛グレード  Kintex®-7Q

- 7K325T および 7K410T

° 防衛グレード  Virtex-7Q

- 7V585T および 7VS485T

重要な情報

ISE® Design Suite 14.5 は、 すべてのライセンス アプリ ケーシ ョ ンのベースと して FLEX 11.6 から  FLEX 11.11 に移行
しました。 

既存 IP のアップデート

• PCI EXPRESS® Gen3/Gen2

° GT ラ ッパーをアップデート

° ルート  ポート  サポート を追加

• Zynq 7030 および 7045 デバイスのサポート を追加

• 10G イーサネッ ト  MAC

° Kintex-7 プロダクシ ョ ン  

• XAUI 

° Kintex-7 プロダクシ ョ ン

° GTH および GTP IP にパッチが必要です。 次のザイ リ ンク ス  アンサーを参照して ください。
http://japan.xilinx.com/support/answers/47684.html

http://japan.xilinx.com
http://japan.xilinx.com/support/answers/47684.html
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• RXAUI

° Kintex-7 プロダクシ ョ ン

• Tri-Mode Ethernet MAC 

° Kintex-7 プロダクシ ョ ン

• 1000BASE-X/SGMII

° GTP および GTH ト ランシーバー ファ イルをアップデート  

• QSGMII

° 新しい GTP ト ランシーバー アップデート

• SPI-4.2

° Virtex-7 プロダクシ ョ ン

• PCI32 および PCI64

° Kintex-7 プロダクシ ョ ン

• ザイ リ ンクス  IP コアの詳細な リ ス トは、 『IP リ リース  ノート  ガイ ド』 (XTP025) を参照して ください。

ISE Design Suite 14.4

新機能

デバイス サポート

• 次のデバイスをプロダクシ ョ ンでサポート

° Artix®-7 100T および 200T

° Zynq-7000 Z7020

• CSG484 パッケージの XA Spartan®-6 LX45/LX75 デバイスをサポート

• write_ibis に Zynq-7000 デバイスのサポート を追加

パーシャル リ コンフ ィギュレーシ ョ ン

パーシャル ビ ッ ト ス ト リームの生成を  Artix-7 デバイスでイネーブル

ChipScope Pro ツールおよび iMPACT

• Zynq QSPI (Quad Serial Peripheral Interface) フラ ッシュ  プログラム

° iMPACT およびソフ ト ウェア開発キッ ト  (SDK) フラ ッシュ  ライターをサポート

° シングル (x4) およびデュアル (パラレルの 2x4) モードをサポート

° Micron Technology 社および Spansion 社 QSPI フラ ッシュをサポート  

• Zynq NAND フラ ッシュ  プログラム 

° iMPACT および SDK フラ ッシュ  ラ イターをサポート

° 不正ブロッ クの制御

° Micron Technology 社および Spansion 社 NAND フラ ッシュをサポート

http://japan.xilinx.com/support/documentation/ip_documentation/xtp025.pdf
http://japan.xilinx.com
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System Generator for DSP

• モデル アップグレード機能によ り、 System Generator モデルの最新版が使用されるよ う スムーズに移行

• 新しい浮動小数点ブロッ ク  : 乗加算、 アキュムレータ、 指数

• DSP48 マクロ  ブロ ッ クのシ ミ ュレーシ ョ ン時間を 1/5 に短縮。 複数の DSP48 マクロ  ブロ ッ クを使用するモデル
でシ ミ ュレーシ ョ ン時間を大幅に短縮。

デバイス サポート

Virtex-7 低電圧 (0.9V) デバイスはサポート されな くな り ました。

既存 IP のアップデート

• LVDS を使用した SGMII (同期)

° Artix デバイスのサポート を追加

° Zynq デバイスのサポート を追加

• Tri-Mode Ethernet MAC

° コアのサンプル デザインに AC701 ボードのサポート を追加

• Soft Error Mitigation

° アップデート された Spartan-6 リードバッ ク  ソ リ ューシ ョ ンをプ リプロダクシ ョ ンでサポート

° Virtex-7 SSI、 Artix-7 デバイス、 および Zynq デバイスをプリプロダクシ ョ ンでサポート

• Virtex-7 FPGA デバイスで IBERT 7 Series GTZ をサポート

° 28.05Gb/s までのライン レートの IP コア生成

° ロジッ ク解析で 2D アイ  スキャン計測を含む RX マージン解析をサポート

• 7 Series Transceiver Wizard

° 新しいプロ ト コル テンプレート を複数追加

• Aurora 8B/10B

° Virtex-7 GTH デバイスのハード ウェア検証

° Artix-7 GTP デバイスのハードウェア検証

• Aurora 64B/66B

° Virtex-7 GTH デバイスのハード ウェア検証

° Virtex-7 HT GTZ デバイスをサポート

• PCI EXPRESS® Gen3/Gen2

° Tandem PROM/PCIe® コンフ ィギュレーシ ョ ンをサポート  (ベータ )

° Gen2 IP をプロダクシ ョ ン デバイスでサポート

• ザイ リ ンクス  IP コアの詳細な リ ス トは、 『IP リ リース  ノート  ガイ ド』 (XTP025) を参照して ください。

http://japan.xilinx.com/support/documentation/ip_documentation/xtp025.pdf
http://japan.xilinx.com
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ISE Design Suite 14.3

新機能

デバイス サポート

• 次のデバイスをプロダクシ ョ ンでサポート

° Kintex-7 70T、 480T、 420T、 355T、 325T (低電圧)、 160T (低電圧)、 410T

° Virtex-7 X485T (低電圧)

• Virtex-7 X690T デバイスをエンジニア リ ング サンプル (GES) でサポート

• シ リ アル ペリ フェラル インターフェイス  (SPI)

° Virtex-6 および Spartan-6 : コアのプログラム速度を 14.1 と比較して約 2.5 倍向上

• バイ ト幅ペリ フェラル インターフェイス  (BPI)

° ザイ リ ンクス  7 シ リーズ FPGA : コア プログラム速度を  14.2 と比較して約 3 倍向上

パーシャル リ コンフ ィギュレーシ ョ ン

• パーシャル ビッ ト ス ト リームの生成を Zynq デバイスでイネーブル

• パーシャル ビッ ト ス ト リームにグローバル セッ ト  リセッ ト  (GSR) を導入 (Virtex-6 および 7 シ リーズ) : リ コン
フ ィギュレーシ ョ ン可能なパーティシ ョ ンに RESET_AFTER_RECONFIG 属性を設定するこ とによ り、 パーシャ
ル リ コンフ ィギュレーシ ョ ン領域で専用グローバル セッ ト / リセッ ト を使用してエレ メン ト を初期化可能

iMPACT

• Zynq デバイスで PS を介した NOR フラ ッシュの間接プログラム

• PS を介した NOR フラ ッシュの間接消去、 プログラム、 リードバッ ク /検証

エラー訂正コード  IP

• 新しいエラー訂正コード  (ECC) IP (プリプロダクシ ョ ン)

° ECC Encoder

° ECC Decoder 

° ECC Encoder/Decoder : 1 つのモジュールにエンコーダーとデコーダーを統合

° ECC ク ロ ッ ク  イネーブルおよびレジスタを付けるオプシ ョ ン

http://japan.xilinx.com
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ISE Design Suite 14.2

新機能

デバイス サポート

• 次のデバイスを製品サポート

° Kintex-7 325T

° Kintex-7 410T

° Virtex-7 X485T

• Kintex-7 および Virtex-7 FPGA の -2 スピード  グレードでパフォーマンスを約 3.5% 向上

• Artix-7 FPGA ファ ミ リでビッ ト ス ト リームの生成をサポート

• Zynq-7000 EPP デバイスにパーシャル リ コンフ ィギュレーシ ョ ン サポート を追加

パーシャル リ コンフ ィギュレーシ ョ ン

• パーシャル ビッ ト ス ト リームにフレームごとの CRC チェッ クを実行可能 (7 シ リーズ)

PlanAhead デザイン  ツール

• ク ロ ッ ク  プランナー フライ  ライン : デバイスの物理的な接続性がわかりやすいよ う、 物理デバイス  リ ソースの
ク ロッ ク  ツ リー ビューにフライ  ラ インを表示

ピン配置

• [I/O Ports] ビューからのポップアップ メニューにエクスポート  コマンドを追加

• 差動ペア作成を向上

• 昇順、 降順、 および負のビッ ト  インデッ クスのバスをサポート

• [I/O Ports] ビューからのポップアップ メニューを拡張

• 表およびツ リーにおけるセルの焦点の表示を向上

• SSN レポート、 [I/O Port Properties] での編集、 [Package] ビューでのポートの表示、 [Clock Resources] ビューなど、
さまざまなビューを向上

• VCCAUXIO、 VCCAUXIOBT、 VCCAUXIOSTD の DRC を向上

System Generator for DSP

• MATLAB® 2012a をサポート

• ブロッ クセッ トの向上

° Floating Point Natural Log

° Floating/Fixed Point Abs

° Interleaver/De-interleaver 7.1

• デモおよびサンプルを  Kintex-7 デバイスをターゲッ ト と してアップデート

http://japan.xilinx.com
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IP コアの詳細

GMII to RGMII

• Zynq Gigabit Ethernet Controller にスムーズに接続

SMPTE SDI

• 7 シ リーズ FPGA で SD/HD/3G-SDI 非圧縮シ リ アル デジタル ビデオ ス ト リームをサポート

• Verilog のみサポート

コア アップデートの詳細

14.2 でのコアのアップデートの詳細は、 「IP CORE Generator」 を参照して ください。

重要なリ リース情報

デバイス サポート

• このバージ ョ ンでは、次のデバイスをターゲッ トにする場合、 インプリ メンテーシ ョ ン (配置配線) を実行し直す
必要があ り ます。

° すべての Artix-7 デバイス

° Zynq-7000 EPP 7z030 および 7z045 デバイス

• このバージ ョ ンでは、すべてのデザインでビッ ト ス ト リームを生成する前にインプ リ メンテーシ ョ ンからタイ ミ
ング解析までをやり直すこ とをお勧めしています。

• このバージ ョ ンで次のデバイスのエンジニア リ ング サンプル (GES) -2 スピード  グレードをターゲッ トにする場
合は、 パッチをインス トールする必要があ り ます。 詳細は、 ザイ リ ンクス  アンサー 50886 
(http://japan.xilinx.com/support/answers/50886.htm) を参照して ください。

° Kintex-7 325T、 480T、 420T および 410T

° Virtex-7 X485T および 2000T

Memory Interface Generator

MIG 7 Series バージ ョ ン 1.6 を使用する メモ リ  コン ト ローラー デザインはすべて再生成する必要があ り ます。

Linux OS のコマンド  ラインからのザイリンクス ツールの起動

Linux OS でザイ リ ンクス  ツールを起動するコマンドについては、 ザイ リ ンクス  アンサー 41265 
(http://japan.xilinx.com/support/answers/41265.htm) を参照して ください。

IP CORE Generator

既存 IP のアップデート

• 7 Series Transceiver Wizard

° 新しいプロ ト コル テンプレート を複数追加

° Zynq 7045 (GTX) デバイス サポート を追加

http://japan.xilinx.com/support/answers/50886.htm
http://japan.xilinx.com/support/answers/41265.htm
http://japan.xilinx.com
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• Aurora 64B/66B

° Virtex-7 GTH の特性化をアップデート

° ザイ リ ンクス  7 シ リーズ FPGA のホッ ト  プラグ検出をサポート

° KC724 ボード間検証

• Aurora 8B/10B

° Virtex-7 GTH デバイスをサポート

- SLR (Super Logic Region) をサポート

° 16 ビッ トの追加スク ランブラー /デスク ランブラー

° ユーザー データ用 16 ビッ ト または 32 ビッ ト  CRC

° ザイ リ ンクス  7 シ リーズ FPGA のホッ ト  プラグ検出をサポート

° テス トベンチをアップデート

° KC724 ボード間検証

• ChipScope™ Pro IP コア

° Virtex-7 FPGA デバイスで IBERT 7 Series GTH をサポート

- Analyzer で 2D アイ  スキャン計測を含む RX マージン解析をサポート

° Artix-7 FPGA デバイスで IBERT 7 Series GTP をサポート

- CORE Generator™ ツールをサポート

- 基本的な測定を  Analyzer でサポート

° Virtex-7 FPGA デバイスで IBERT 7 Series GTZ をサポート  (Virtex-7 HT GTZ ラウンジから制限付きアクセス)

- 基本的な測定を  Analyzer でサポート

• Clocking Wizard

° 拡散スペク ト ラムのサポート をバージ ョ ン 3.6 に追加

• Distributed Memory Generator v7.2

° サンプル テス トベンチを追加

• PCI EXPRESS Gen3/Gen2

° IP サポート  

° Tandem PROM/PCIe のベータ版機能 

• 10 Gigabit Ethernet MAC

° Artix デバイスのサポート を追加

° Zynq デバイスのサポート を追加

• 1000BASE-X/SGMII

° Artix デバイスのサポート を追加

° Zynq デバイスのサポート を追加

° Virtex-7 および Kintex-7 ファ ミ リで LVDS 同期を介した SGMII のサポート を追加

• AXI Ethernet

° Zynq デバイスのサポート を追加 

http://japan.xilinx.com
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AXI4 インターフェイスをサポートするその他の IP

• CORE Generator IP の最新バージ ョ ンは、 AXI4 インターフェイスを製品サポート しています。 AXI IP サポートの
詳細は、 http://japan.xilinx.com/ipcenter/axi4_ip.htm を参照して ください。

• 通常 AXI4 インターフェイスは、 Zynq-7000 EPP、 Virtex-7、 Kintex-7、 Virtex-6、 および Spartan-6 デバイス  ファ ミ
リ向けの最新版の IP でサポート されます。 これまでの製品版の IP では、 Virtex-6、 Spartan-6、 Virtex-5、 Virtex-4、
および Spartan-3 デバイス  ファ ミ リ向けのレガシ インターフェイスがサポート されます。

• AXI4 サポートに関する一般的な情報は、 http://japan.xilinx.com/ipcenter/axi4.htm を参照してください。

• 2012.2 リ リースでアップデート されたコアの詳細な リ ス トは、
http://japan.xilinx.com/ipcenter/coregen/updates_14_2_2012_2.htm を参照してください。

ISE Design Suite 14.1

新機能

デバイス サポート

• 次のデバイス  ファ ミ リ を制限なしでサポート

° Zynq-7000 EPP (ビッ ト ス ト リームの生成を含む)

° 防衛グレードの 7 シ リーズ FPGA および Zynq-7000 EPP

° オートモーティブ XA Zynq-7000 EPP

• Virtex-7 XT FPGA ファ ミ リでビッ ト ス ト リームの生成をサポート

• Artix-7 FPGA GTPE2 のサポート を追加

° ザイ リ ンクスがサポートするすべてのシ ミ ュレータ用の SecureIP モデル

° 7 シ リーズ FPGA GT ト ランシーバー ウ ィザードでサポート

• 次の Artix-7 デバイスを削除

° XC7A8

° XC7A15

° XC7A30T

° XC7A50T

• ISE Design Suite では、 ビッ ト ス ト リームを生成する前に、 I/O 規格およびピン配置をすべて選択する必要があ り
ます。 詳細は、 次のザイ リ ンクス  アンサーを参照して ください。
http://japan.xilinx.com/support/answers/41615.htm

PlanAhead デザイン  ツール

こ こに記載されている新機能の詳細は、 次のサイ トから 『PlanAhead™ ユーザー ガイ ド』 を参照してください。
http://japan.xilinx.com/support/documentation/sw_manuals/xilinx14_1/PlanAhead_UserGuide.pdf

http://japan.xilinx.com/ipcenter/axi4_ip.htm
http://japan.xilinx.com/ipcenter/axi4.htm
http://japan.xilinx.com/ipcenter/coregen/updates_14_2_2012_2.htm
http://japan.xilinx.com/support/answers/41615.htm
http://japan.xilinx.com/support/documentation/sw_manuals/xilinx14_1/PlanAhead_UserGuide.pdf
http://japan.xilinx.com
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一般 

• Flow Navigator に、 コンパイル フローに必要な各段階をよ り詳細に表示。 各段階 (RTL 解析、 合成、 インプ リ メ
ンテーシ ョ ン、 プログラムおよびデバッグ) で実行可能なタスク  リ ス ト を、 展開表示したり閉じたりできます。

• [Clock Resources] ビューに、 ク ロ ッ クおよび I/O 関連のリ ソースの接続をフライ  ラ インを使用して表示 

• プロジェク ト設定にさらに XPA オプシ ョ ンを追加

ピン配置 

• ピン配置プロジェク ト を空のネッ ト リ ス トから完全な RTL またはネッ ト リ ス ト  ベースのプロジェク トに変換可
能。 これによ り、 ピン配置プロジェク トでほかのソース  タイプも管理できるよ うにな り ます。

• Zynq-7000 EPP デバイスでのピン配置をサポート

• ピン配置プロジェク ト で差動ペアを推論可能。 差動規格の一方が認識される と、 も う一方が自動的に作成され
ます。 

• 同時スイッチ ノ イズ (SSN) のレポート  エンジンおよび 7 シ リーズ FPGA のノ イズ予測機能を向上

• デフォルトの I/O 規格の表記を向上

ModelSim および Questa Advanced Simulator の統合 

• PlanAhead デザイン ツールのプロジェク ト設定で、 ModelSim または Questa® Advanced Simulator をシ ミ ュレータ
と して選択できる よ う にな り ました。 シ ミ ュレーシ ョ ンに必要なラ イブラ リ のコンパイルには、 Tcl コマン ド
compxlib を使用します。 これらのシ ミ ュレータの統合は、 ISE ツールでの統合と比べ、 複数のシ ミ ュレーシ ョ ン
ファ イルセッ ト を使用してそれぞれプロパティを設定できる点が優れています。使用するテス トベンチやシ ミ ュ
レーシ ョ ン プロパティが異なる複数のシ ミ ュレーシ ョ ン コンフ ィギュレーシ ョ ンを作成し、 管理するこ とが可
能です。

エンベデッ ド開発キッ ト  (EDK) の統合 

• PlanAhead デザイン ツールで XPS (Xilinx® Platform Studio) サブシステムを .xmp ソース  タイプと して作成し、プ
ロジェク トに追加できるよ うにな り ました。.xmp ソース タイプをダブルク リ ッ クする と  XPS が起動し、エンベ
デッ ド  サブシステムを生成およびカスタマイズできます。 

• .xmp ソース  を含む ISE ツール プロジェク ト  (.xise) を  PlanAhead デザイン ツール プロジェク トにインポート
するこ と も可能です。 XPS で生成されたファ イルは、 合成およびインプ リ メ ンテーシ ョ ン フローで適切に管理
されます。

System Generator for DSP の統合 

• PlanAhead デザイン ツールで DSP サブシステムを  .sgp ソース  タイプと して作成し、 プロジェク トに追加でき
るよ うにな り ました。 .sgp ソース  タイプをダブルク リ ッ クする と  The MathWorks Simulink® が起動し、 DSP サ
ブシステムを生成およびカスタマイズできます。 

• .sgp ソース  を含む ISE ツール プロジェク ト  (.xise) を  PlanAhead デザイン ツール プロジェク トにインポート
するこ と も可能です。 DSP ツールで生成されたファ イルは、 合成およびインプ リ メ ンテーシ ョ ン フローで適切
に管理されます。

IP リポジ ト リ  

• PlanAhead デザイン ツールで、 デザインを作成せずに IP リ ポジ ト リ を使用できるよ うになり ました。 空のプロ
ジェク ト を作成し、 IP リ ポジ ト リ を開いて IP コアを検索、 生成、 コンフ ィギュレーシ ョ ンできます。 サンプル
デザイン、 制約ファイル、 データシート などの生成されたソースは、 [Sources] ビューの [IP Sources] タブに表示
されます。 

• IEEE P1735 暗号化規格をサポート
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Run 構造 

• run のステート を強制的にアップデート済みに変更可能

• 物理制約をアップデート しても合成 run のステートがアップデート必要にならないよ う修正

• ISE ツール (NGDBuild、 MAP、 PAR、 TRACE) の中間ステート まで実行する次のステップ オプシ ョ ンを導入

• プロジェク ト設定の run オプシ ョ ンに BitGen オプシ ョ ンを統合

• フローでオプシ ョ ンの手順をサポート し、 run フローの 2 つの段階の間で Tcl スク リプ ト を起動する メカニズム
を追加。 コンパイル段階の間で実行される  Tcl スク リプ ト を指定し、 カスタムの回避策またはレポート目的で使
用できます。

プロジェク ト構造 

• すべてのメ ッセージが共通のメ ッセージ マネージャーに統合され、 [Messages] ビューで参照可能

• 新しい Tcl コマンド  reset_param および reset_property でパラ メーターおよびプロパティを リセッ ト可能。 これら
のコマンドは、 プロパティおよびパラ メーターの値をデフォル ト値 (該当する場合はターゲッ ト  デバイスのデ
フォルト値) にリセッ ト します。

• 一部の無効な UCF メ ッセージを  RTL エラボレーシ ョ ンでディ スエーブル

• RTL ネッ ト リ ス トの UCF を解析する際に誤ってレポート されていたエラーおよびク リ テ ィカル警告の条件を
向上

• RTL でのインクルード  ファ イルのサポート を向上

エンベデッ ド  デザイン  ツール

エンベデッ ド  デザインでの主な改善点は、 次のとおりです。

• Bare Metal および Linux ベースの製品開発で Zynq-7000 EPP をサポート  

• MicroBlaze プロセッサのアップデート

° パフォーマンスを向上

° エンディアンネスを変換する新しい命令

° あらかじめ統合された I/O モジュール

° 改ざん検出および単一イベン ト  アップセッ ト検出用のマルチプロセッサのロ ッ クステップ/結果多数決

° 追加デバイス  サポート

• システム パフォーマンス、 コンフ ィギュレーシ ョ ン、 および有用性を向上するため IP をアップデート

• XPS および SDK をアップデート

Zynq-7000 EPP サポート

• 14.1 ISE WebPACK™ デザイン ツールで Zynq-7000 EPP の Z7010、 Z7020、 Z7030 パーツをサポート。 WebPACK
デザイン ツールには、 Embedded Edition と同じ  XPS、 SDK、 MicroBlaze プロセッサ、 エンベデッ ド  IP ラ イブラ
リがすべて含まれています。 

• XPS に Zynq-7000 EPP 専用の新しいコンフ ィギュレーシ ョ ンおよび MIO サマリ  ウ ィンド ウを追加 (詳細は「エン
ベデッ ド  ツール」 セクシ ョ ンを参照)

• Zynq-7000 EPP の資料にザイ リ ンクス ウェブサイ ト  (http://japan.xilinx.com/support) および Documentation Navigator
ツールから参照可能

http://japan.xilinx.com/support
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MicroBlaze プロセッサのアップデート

• 低レイテンシ割り込みモード

° コン ト ローラーから直接割り込みベクターを供給するこ とによ り、 レイテンシ応答をシステム デザインに
よっては 1/10 に削減

• スワップ命令

° バイ トおよびハーフワードをスワ ップする新しい命令によ り、 AXI ビッグ エンディアンと  AXI リ トル エン
ディアンの変換をサポート

• 追加デバイス  サポート

° 7 シ リーズ FPGA ファ ミ リ全体で MicroBlaze プロセッサを検証済み

• システム キャ ッシュ

° Embedded Edition に、AXI ベースのシステムで MicroBlaze プロセッサと外部メモ リ  コン ト ローラーの間に使
用する新しいエンベデッ ド  システム キャ ッシュ  IP ペリ フェラルを追加。 MicroBlaze プロセッサはこのシス
テム IP キャ ッシュ  コアをレベル 2 キャ ッシュ と して使用し、システムのさまざまな要素、デザイン タイプ、
接続ポイン トによってはレイテンシが削減され、 パフォーマンスが高速になり ます。 

• I/O モジュール

° MicroBlaze プロセッサのデータ側 LMB バス用に、 汎用エンベデッ ド  プロセッサ ペリ フェラルを 1 つの IP
ブロッ ク と してま とめたコンフ ィギャラブルなコレクシ ョ ンを導入。 これによ り、標準的なマイ ク ロコン ト
ローラー システムの定義、 コンフ ィギュレーシ ョ ン、 配置が簡略化され、 MicroBlaze プロセッサ MCS デザ
インを  Logic Edition から  Embedded Edition にスムーズに移行できます。

エンベデッ ド  IP のアップデート

14.1 には、 AXI、 Zynq-7000 EPP、 および MicroBlaze プロセッサのサポート を向上するための IP コアの改善点および
新機能が含まれています。

• AXI Quad SPI : XIP (Execute In Place) モードをサポート、 パフォーマンスを向上するためアーキテクチャを改善。
この IP コアは既存のカスタマーをサポートするため、 レガシ モード もデフォルト  オプシ ョ ンで機能します。

• AXI Performance Monitor : システムの特定のマスター /スレーブ (AXI4、AXI4-Lite、AXI4-Stream) のバス  レイテン
シ、 特定期間のメモリ  ト ラフ ィ ッ ク量、 その他のパフォーマンス基準を計測

• Processing System7 : PS と  PL の間の Zynq-7000 EPP ロジッ ク接続のラ ッパー IP で、カスタムまたはその他の EDK
IP の追加を支援

• AXI System Cache : MicroBlaze プロセッサ用のレベル 2 キャ ッシュ  モジュールで、 MicroBlaze プロセッサと外部
メモリ  コン ト ローラーの間に使用

• Embedded IO Module : 共通 I/O ペリ フェラルのサブセッ トで、MicroBlaze プロセッサ MCS で導入されており、互
換性のため Embedded Edition に移植

エンベデッ ド  ツール

ISE Design Suite 14.1 では、PlanAhead デザイン ツールでエンベデッ ド  デザインのキャプチャおよび管理がサポート さ
れます。 エンベデッ ド  デザイン フローには PlanAhead の使用が推奨されます。

• XPS の新機能 

° 14.1 では、コンフ ィギュレーシ ョ ンおよび SDK での第 1 ステージ ブート ローダーの生成用に Zynq-7000 EPP
特定のツールを提供するため、 XPS が拡張されています。 

- 新しい Zynq-7000 EPP プロセッシング システムによ り、 メモ リ、 ク ロ ッ ク、ペリ フェラル、 DMA、 I/O、
割り込み、 およびフラ ッシュ  インターフェイス用のさまざまなコンフ ィギュレーシ ョ ン オプシ ョ ンを
提供。XPS に新しいコンフ ィギュレーシ ョ ン ウ ィンド ウが追加されており、各パラ メーターをグラフ ィ
カルに設定でき、 確実な配線が得られ、 電圧およびクロ ッ クに適した自動選択が可能です。

- 標準 Zynq-7000 EPP コンフ ィギュレーシ ョ ン (ZC702 ボード用) が含まれており、 すぐに使用可能

- 新しい Zynq-7000 EPP MIO サマリ  ウ ィンド ウに、 ペリ フェラルのピン配置が色付きのグラフ ィ ッ クで
表示され、 すばやく簡単に正しい MIO 選択が可能
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• SDK の新機能

° ザイ リ ンクス  SDK を無償で提供 (FlexLM ライセンス  チェッ クを削除)。 SDK はザイ リ ンクス  ウェブサイ ト
から入手可能なスタンドアロン インス トーラーまたは各 ISE デザイン ツール エディシ ョ ンのインス トー
ラーでインス トールできます。

° Zynq-7000 EPP を完全サポート

- SDK で Bare Metal および Linux アプリ ケーシ ョ ンの開発、 プロファ イ リ ング用のツール ソ リ ューシ ョ
ンを提供。BARE Metal (EABI) および Linux 開発用にアップデート された ARM GCC、Boot Image Creator、
QSPI 用フラ ッシュ  プログラマ、デバイス  ツ リー ジェネレーター、リモート  システム エクスプローラー
(IP が接続されたターゲッ ト  ボードをデバッグ) などが含まれます。

- SDK を XPS と共に使用して、デバイス  セキュ リティ対策を含む第 1 ステージ ブート ローダー、 ビッ ト
ス ト リーム管理などを含むデザイン特定のファームウェアを構築可能。 Zynq-7000 EPP ターゲッ ト  プ
ラ ッ ト フォームに完全なブート可能システム イ メージを構築するこ と もできます。

ChipScope Pro ツールおよび iMPACT

• Zynq-7000 EPP

° iMPACT で間接クワッ ド  SPI フラ ッシュ  プログラムをサポート

° ChipScope Pro ツールでデバイスのプログラムおよびデバッグをサポート

° iMPACT で基本およびアドバンス プログラムをサポート

• Virtex-7 FPGA

° IBERT 2-D アイ  スキャンを向上

° 7 シ リーズ FPGA GTH をサポート

° ChipScope Pro ツールでデバイスのプログラムおよびデバッグをサポート

° iMPACT で基本およびアドバンス プログラムをサポート

• Kintex-7 FPGA

° IBERT 2-D アイ  スキャンを向上

° ChipScope Pro ツールでデバイスのプログラムおよびデバッグをサポート

° iMPACT で基本およびアドバンス プログラムをサポート

• Artix-7 FPGA

° CORE Generator ツールおよび Inserter をサポート

• ChipScope Pro ツールの AXI モニターで EDK および標準 CORE Generator ツール フローをサポート

System Generator for DSP

• 防衛グレード  7 シ リーズ FPGA およびオートモーティブ XA Zynq-7000 EPP ファ ミ リのサポート を追加

• PlanAhead デザイン ツールに統合

° System Generator モジュールを大型 RTL デザインに統合可能

° チュート リ アルを提供

• [Performance Tips] ツールバー ボタンをク リ ッ ク して高パフォーマンス  デザインの資料にアクセス

• ブロッ クセッ ト を改善し、 BRAM コンフ ィギュレーシ ョ ンのエンベデッ ド  レジスタの FIFO サポート を追加

IBIS シミ ュレーシ ョ ン

• 7 シ リーズ FPGA の IBIS サポートは、 PlanAhead デザイン ツールの write_ibis コマンドでのみ提供

° IBISWriter は 7 シ リーズ FPGA ファ ミ リでは使用不可
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パーシャル リ コンフ ィギュレーシ ョ ン

• XC7VX980T、 XC7A200T、 および XC7A350T のサポート を追加

° Artix-7 デバイスのビッ ト ス ト リーム生成は 14.1 ではディ スエーブル

• スタティ ッ クのみであるべき リ ソースのリ ス トに I/O およびコンフ ィギュレーシ ョ ン コンポーネン ト を追加

IP (Intellectual Property)

デバイス サポート

• 次のファ ミ リ を製品版前 (pre-production) ステータスでサポート

° 防衛グレード  Virtex-7Q FPGA

° 防衛グレード  Kintex-7Q FPGA

° 防衛グレード  Artix-7Q FPGA

° XA Artix-7 FPGA

° XA Zynq-7000 EPP

新規 IP コア

• SMPTE 2022 5/6 Video over IP v1.0 : ブロードキャス ト接続性規格 (SD/HD/3G) と  10G ネッ ト ワーク間をブリ ッジ
する必要のあるブロードキャス ト  アプリ ケーシ ョ ン用の ト ランス ミ ッ ターおよびレシーバー コアを提供

• Ten Gigabit Ethernet 10GBASE-KR : 7 シ リーズ FPGA GTX および GTH ト ランシーバー用のフォワード  エラー訂
正 (FEC) およびオート  ネゴシエーシ ョ ン (AN) を含む 10G イーサネッ ト  PCS/PMA。Ten Gigabit Ethernet PCS/PMA
(10GBASE-R/KR) IP コアの別ライセンス  コンフ ィギュレーシ ョ ンと して提供されています。

• Asynchronous Sample Rate Converter for Digital Audio :ステレオ オーディオのサンプリ ング周波数を変換します。入
力と出力のサンプリ ング周波数は、お互いを分周したものまたは同じ周波数にできますが、異なるク ロ ッ クに基
づきます。

• Video In to AXI-4 Stream : 一般的な並列クロ ッ ク  ビデオ信号を  AXI4-Stream インターフェイスに変換します。 こ
れを使用する と、 DVI PHY などの外部ビデオ ソースを AXI4-Stream インターフェイスを使用するザイ リ ンクス
ビデオ IP などのビデオ処理ブロ ッ クに接続できます。

• AXI4-Stream to Video Out : AXI4-Stream インターフェイス信号を標準の並列ビデオ出力インターフェイスにタイ
ミ ング信号と共に変換します。これによ り、AXI4-Stream インターフェイスを使用するザイ リ ンクス  ビデオ IP な
どのビデオ処理ブロッ クを  DVI PHY などの外部ビデオ シンクに接続できます。

• AXI4-Stream Interconnect : 異種マスター/スレーブ AMBA® AXI4-Stream プロ ト コルに準拠したエンドポイン ト  IP
の接続を簡略化するインターコネク ト  インフラス ト ラ クチャ  IP。1 つ以上の AXI4-Stream マスター チャネルを  1
つ以上の AXI4-Stream スレーブ チャネルに接続します。

• AXI Performance Monitor : AMBA Advanced eXtensible Interface (AXI) システムの主なパフォーマンス基準を計測し
ます。 システムの特定のマスター /スレーブ (AXI4、 AXI4-Lite、 AXI4-Stream) のバス  レイテンシ、 特定期間のメ
モリ  ト ラフ ィ ッ ク量などの計測がサポート されます。

Virtex-7 FPGA GTH ト ランシーバーのサポート

• 次の IP に Virtex-7 FPGA GTH を製品版前 (pre-production) サポート

° Ten Gigabit Ethernet 10GBASE-KR

° 10GBASE-R

° RXAUI

° XAUI

° QSGMII

° 1000BASE-X/SGMII
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重要なリ リース情報

既存 IP のアップデート

• FIFO Generator v9.1

° AXI FIFO コンフ ィギュレーシ ョ ンで最大データ幅を  4096 に増加

• 7 Series FPGA Transceiver Wizard (GT Wizard) v2.1

° UG769 に説明されている初期化シーケンスを示す GTX および GTH ト ランシーバーの新しいサンプル デザ
イン モジュールを提供

° 初期 ES GTH デバイスをサポートするためポートおよび属性設定をアップデート

° 新しい GTX プロ ト コル テンプレート  (シ ミ ュレーシ ョ ンのみ) : HD-SDI、3G-SDI、6G-SDI、および PCI Express
Gen1、 Gen2

° 新しい GTH プロ ト コル テンプレート  (シ ミ ュレーシ ョ ンのみ) : XAUI、 RXAUI、 OTL3.4、 OC48、 ギガビッ
ト  イーサネッ ト  (1000BASE-X PCS/PMA)、 QSGMII、 CPRI™、 PCI Express Gen1、 Gen2

° 新しい GTP プロ ト コル テンプレート  (シ ミ ュレーシ ョ ンのみ) : DisplayPort、 CPRI、 ギガビッ ト  イーサネッ
ト  (1000BASE-X PCS/PMA)、 QSGMI、 V-by-One、 HD-SDI、 3G-SDI、 6G-SDI、 RXAUI、 XAUI

• DisplayPort v3.1

° 仕様バージ ョ ン 1.2 から  7 シ リーズ FPGA デバイスで 5.4Gbps SST (Single Stream Transport) をサポート

° グレイ  スケール ビデオ用の輝度のみのモード

° コンポーネン ト ごとのビッ ト数 (BPC) を設定でき、 メモ リのフッ トプ リ ン ト を削減

° クワッ ド  ピクセル幅ビデオ クロ ッ ク  インターフェイス  

° セカンダ リ  オーディオ (2 チャネル) オプシ ョ ン (別ライセンス)

• AXI Bus Functional Model (AXI BFM) v2.1

° VHDL 例を追加 

° Synopsys VCS® および Aldec Riviera-PRO™ シ ミ ュレーシ ョ ン ツールをサポート

AXI4 IP およびその他の情報

通常 AXI4 インターフェイスは、 Zynq-7000 EPP、 Virtex-7、 Kintex-7、 Virtex-6、 および Spartan-6 FPGA デバイス  ファ
ミ リ向けの最新版の IP でサポート されます。 これまでの製品版の IP では、 Virtex-6、 Spartan-6、 Virtex-5、 Virtex-4、
および Spartan-3 デバイス  ファ ミ リ向けのレガシ インターフェイスがサポート されます。

• CORE Generator ツール IP の最新バージ ョ ンは、 AXI4 インターフェイスを製品サポート しています。 AXI IP サ
ポートの詳細は、 http://japan.xilinx.com/ipcenter/axi4_ip.htm を参照して ください。

• AXI4 サポートに関する一般的な情報は、 http://japan.xilinx.com/ipcenter/axi4.htm を参照してください。

• 14.1 リ リースの IP コアのリ ス トは、 http://japan.xilinx.com/ipcenter/coregen/updates_14_1_2012_1.htm を参照してく
ださい。

• IP の新機能および既知の問題は、 『IP リ リース  ノート  ガイ ド』 (XTP025） を参照して ください。
http://japan.xilinx.com/support/documentation/ip_documentation/xtp025.pdf

http://japan.xilinx.com/ipcenter/coregen/updates_14_1_2012_1.htm
http://japan.xilinx.com/support/documentation/ip_documentation/xtp025.pdf
http://japan.xilinx.com/support/documentation/ip_documentation/xtp025.pdf
http://japan.xilinx.com/ipcenter/axi4_ip.htm
http://japan.xilinx.com/ipcenter/axi4.htm
http://japan.xilinx.com
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